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平
成
29
年
成
人
式
が
1
月
8
日
、
市

内
3
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
新
成
人
は
、
平
成
8
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
9
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た

　

1
1
1
2
人
（
掛
川
区
域
7
7
4
人
、

大
東
区
域
2
2
7
人
、
大
須
賀
区
域

1
1
1
人
）
。
内
9
4
8
人
が
式
典
に

参
列
し
、
大
人
の
自
覚
を
胸
に
、
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
は
ス
ー
ツ
や
紋

付
き
は
か
ま
、
振
り
袖
な
ど
晴
れ
着
を

ま
と
っ
た
新
成
人
が
続
々
と
集
合
。
友

人
と
の
再
会
を
喜
ん
だ
り
、
晴
れ
姿
を

撮
影
し
た
り
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
た
成
人

式
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
恩
師
や
来
賓
の
方
々
が

見
守
る
な
か
、
代
表
に
よ
る
「
新
成
人

の
誓
い
」
を
は
じ
め
、
記
念
品
贈
呈
、

来
賓
祝
辞
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
井
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
世
界
で

1
1
1
2
人
が
新
た
な
門
出

今
後
の
掛
川
に
大
き
な
活
力
を

終
始
笑
顔
に
包
ま
れ
た
成
人
式

活
躍
す
る
人
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
築
く
の
は
若

い
力
。
み
な
さ
ん
の
力
次
第
で
、
さ
ら

な
る
発
展
が
望
め
る
。
今
後
の
掛
川
に

大
き
な
活
力
を
与
え
て
ほ
し
い
」
と
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。
市
長
の
言
葉
を
聞

く
新
成
人
の
真
剣
な
表
情
か
ら
、
大
人

と
し
て
の
決
意
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
各
会
場
で
は
新
成
人

の
代
表
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
が
企

画
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。
思
い
出
の

詰
ま
っ
た
写
真
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、

小
・
中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
が
ス
テ
ー
ジ
上
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、
懐
か
し

い
記
憶
と
と
も
に
会
場
が
笑
顔
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

成
人
式
終
了
後
も
、
恩
師
や
友
人
と

の
会
話
に
終
始
笑
顔
を
み
せ
る
新
成

人
。
そ
れ
を
見
守
る
家
族
た
ち
。
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
大
切
な
日
を

し
っ
か
り
と
記
憶
に
刻
み
ま
し
た
。

20
歳

　決
意
新
た
に

平
成
29
年
掛
川
市
成
人
式

ハ

タ

チ

会
場
で
実
行
委
員
を
務
め
た
み
な
さ
ん
か
ら
、

20
歳
の
決
意
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
日
を
も
っ
て
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
20

年
間
、
私
は
さ
ま
ざ
ま
な
人

に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
い
ろ
い

ろ
な
人
と
関
わ
り
を
持
つ
な

か
で
私
が
支
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
精
進
し
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
大
人

と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
行
動

を
し
て
い
き
ま
す
。

本
日
、
無
事
に
成
人
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ

の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
、
家
族
を
は
じ
め
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
周
り
の

方
々
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
よ

う
な
方
々
に
恩
返
し
が
で
き

る
よ
う
に
精
一
杯
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

本
日
、
成
人
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
こ
の
日
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

家
族
を
は
じ
め
、
今
ま
で
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お

か
げ
で
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟

で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の
持

つ
夢
や
目
標
を
叶
え
ら
れ
る

よ
う
に
一
日
一
日
成
長
し
て

い
き
ま
す
。

20
歳
と
い
う
大
き
な
節
目

を
無
事
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
周
り
で
見
守
っ
て

く
れ
た
人
た
ち
の
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
常
に
持
ち
、

今
ま
で
自
分
が
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
を
返
し
て
い
け
る
よ

う
に
、
責
任
あ
る
行
動
に
心

が
け
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
う
し
て
無
事
成
人
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
と

安
心
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
20
年
間
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
、
そ
し
て
、
良
き
理

解
者
で
あ
り
一
番
身
近
で
支

え
て
く
れ
た
家
族
に
は
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
成
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
責
任
あ
る
行
動

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

各

成
人
式
を
迎
え
る
こ
ろ
に

は
、
一
人
の
大
人
と
し
て
立

派
に
社
会
貢
献
を
し
て
い
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
は
未
熟
な
部
分
が
多
々

あ
る
と
思
い
ま
す
。
成
人
式

と
い
う
一
つ
の
節
目
を
迎
え

た
今
、
一
人
の
大
人
と
し
て

責
任
を
持
ち
、
少
し
で
も
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

福祉施設などで新成人祝う

掛川市成人式前日の1月7日、希望の丘にある重度
の重複障がいのある方が通う生活介護事業所「ぴの 

ほーぷ」で成人を祝う会が開かれました。
市の式典に参加できない方もいる
ため、同じ施設に通う仲間や職
員、保護者らで祝おうと毎年
行っています。
今年度は初めて「掛川市民
オーケストラ」を招待。新成人
のリクエスト曲を目の前で演奏
するなどし、会場は祝福ムード
に包まれました。

20歳の尾﨑真友子さん（手前）

成人式
アルバム
掛川・大東・大須賀

遠
藤
千
夏
さ
ん
（
下
土
方
）

じ
ん

ま

け
ん

た

神
麻
絢
太
さ
ん
（
三
俣
）

福
田
は
る
き
さ
ん
（
金
城
）

鈴
木
啓
祐
さ
ん
（
寺
島
）

岡
本
美
咲
さ
ん
（
横
須
賀
）

髙
橋
憂
希
さ
ん
（
横
須
賀
）
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掛川遺産探訪
市指定文化財 を

文化・教養の拠点に
松ヶ岡

江戸時代から続く旧家で、掛川藩御用達の筆頭とされていた
山﨑家が遺した「松ヶ岡（旧山﨑家住宅）」。この文化的な
価値を、私たちはどのくらい知っていたのでしょうか。
掛川の発展を支えてきた歴史、安政の地震後に建築された現
屋敷の特徴などを踏まえながら、一緒にこの掛川遺産の保
存・活用について考えてみませんか。

 問　社会教育課（☎21-1158）

のこ

松
ヶ
岡
取
り
壊
し
の
計
画
浮
上
、

市
が
屋
敷
全
て
を
購
入
・
保
存

戸
時
代
か
ら
続
い
た
豪
商
・
山
﨑

家
は
、
西
町
に
店
を
構
え
、
油

商
、
葛
布
の
問
屋
業
な
ど
を
経
て
財
を
成

し
、
町
人
で
あ
り
な
が
ら
藩
政
に
関
与
し

て
き
ま
し
た
。

　
松
ヶ
岡
は
、
６
代
目
当
主
が
新
た
に
十

王
へ
建
築
し
た
屋
敷
。
そ
の
周
り
に
は
立

派
な
ア
カ
マ
ツ
が
植
え
ら
れ
、
遠
く
か
ら

松
の
岡
の
よ
う
に
見
え
た
こ
と
か
ら
「
松

ヶ
岡
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
。
明
治
期
に

は
明
治
天
皇
の
行
在
所
（
宿
泊
所
）
と
し

て
住
宅
を
提
供
し
た
こ
と
で
文
部
大
臣
指

定
聖
蹟
（
戦
前
ま
で
）
に
な
る
な
ど
、
歴

史
・
文
化
的
に
も
掛
川
を
語
る
う
え
で
欠

か
せ
な
い
遺
産
と
言
え
ま
す
（
山
﨑
家
の

足
跡
は
５
㌻
参
照
）
。

　
平
成
に
入
り
、
そ
の
山
﨑
家
住
宅
の
取

り
壊
し
の
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

「
掛
川
の
発
展
に
寄
与
し
た
山
﨑
家
が
遺

し
た
松
ヶ
岡
の
文
化
財
的
評
価
が
定
ま
ら

な
い
状
況
で
消
滅
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ

き
」
。
住
民
や
郷
土
史
家
、
建
築
関
係
者

な
ど
の
声
が
強
ま
り
、
市
は
平
成
24
年
12

月
、
敷
地
を
は
じ
め
建
築
物
を
含
む
全
て

を
約
１
億
２
５
０
０
万
円
で
購
入
し
ま
し

た
。

　
敷
地
面
積
は
約
５
３
０
０
平
方
㍍
、
主

屋
や
長
屋
門
、
蔵
な
ど
は
延
べ
約
１
１
６

０
平
方
㍍
に
も
上
り
ま
す
。

江
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存
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会
が
答
申

建
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の
修
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と
掛
川
銀
行
の
復
元
を

は
平
成
25
年
度
、
山
﨑
家
が
行
っ

た
地
域
振
興
に
関
係
す
る
団
体
や

保
存
要
望
を
提
出
し
た
団
体
な
ど
の
代
表

者
で
構
成
す
る
「
松
ヶ
岡
保
存
活
用
検
討

委
員
会
」
（
柳
澤
伯
夫
委
員
長
）
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
行
政
に
頼
ら
な
い
市
民
協
働
に
よ
る
保

存
活
用
体
制
を
検
討
し
、
平
成
26
年
10
月

配置図

市

歴
史
的
に
貴
重
な
建
物

平
成
28
年
２
月
に
市
文
化
財
指
定

ヶ
岡
は
、
平
成
25
年
度
に
行
っ
た

文
化
財
調
査
で
棟
札
か
ら
、
安
政

の
地
震
後
の
１
８
５
６
年
（
安
政
３
年
）

に
建
築
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

主
屋
、
長
屋
門
、
中
門
な
ど
が
当
時
の
ま

ま
良
好
な
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

当
時
、
建
築
材
料
が
各
地
に
流
通
す
る
よ

う
に
な
っ
た
状
況
を
示
す
よ
う
に
、
材
料

は
い
ず
れ
も
厳
選
さ
れ
た
一
級
品
。
て
い

ね
い
な
細
工
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
愛
称
の
由
来
と
な
っ
た
ア
カ
マ

ツ
や
堀
な
ど
が
残
り
当
時
の
面
影
が
し
の

ば
れ
る
ほ
か
、
明
治
天
皇
が
宿
泊
さ
れ
現

存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
民
家
は
全
国
で
も

少
な
く
、
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
の
は

松

県
内
で
は
こ
こ
だ
け
と
い
う
歴
史
的
な
価

値
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
教

委
は
平
成
28
年
２
月
、
敷
地
全
体
を
市
有

形
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

に
そ
の
結
果
を
松
井
市
長
へ
提
出
。
市
民

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
屋
敷
の
修
復
と
掛
川

銀
行
本
店
の
復
元
を
通
じ
、
掛
川
城
や
大

日
本
報
徳
社
周
辺
施
設
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
文
化
振
興
や
人
材
育
成
の
拠
点
と

し
て
活
用
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
松
井
市
長
は
「
活
用
し
て
も

ら
う
こ
と
が
文
化
財
を
守
る
一
番
の
方
策
」

と
市
民
の
取
り
組
み
に
期
待
し
ま
し
た
。

山﨑家の主な足跡

■初代・山﨑万右衛門（～1755年没）
　掛川藩の旧伊達方村の旧家から分家し、西
　町に移り店舗を構える。油やろうそくなど
　を扱う油商として成功を収め、掛川藩御用
　達を務める家柄にまで成長させる。

■4代目・万右衛門（～1828年没）
　先代に続き掛川藩御用達となる。文化的な
　造詣が強く、号は晨園・以善堂などと称す。
　名字帯刀を許され藩政に関わるようになる。

■5代目・万右衛門（～1831年没）
　特産品「葛布」の問屋業を営むようになる。

■6代目・万右衛門（～1866年没）
　屋敷を現在の地へ移す。安政の地震後、現
　屋敷を建築し「松ヶ岡」と称される。掛川
　藩御用達筆頭となる。財政難だった掛川藩
　だけではなく浜松藩や横須賀藩などの金子
　御用達も務める。

■7代目・德次郎（1840～1900年没）
　明治維新を経て、旧藩の転封などに伴う財
　産整理により田畑を取得。三方原・遠州奥
　山、大井川上流、伊豆天城などの森林を取
　得し、県下有数の富豪と言われる。
　長男・覚次郎（1868～1945没）は日本の
　金融論、貨幣論を先駆的に研究した経済学
　者。東京帝国大学名誉教授、皇室で国際金
　融問題をご進講するなどし、日本の金融の
　礎を築いた。

■8代目・千三郎（1856～1896年没）
　初代掛川町長。茶の海外輸出、森・掛川街
　道の開設、大井川の水を南部へ供給するた
　めの計画づくりと測量、青田坂トンネルの
　掘削、掛川鉄道設立など、多くの私財を投
　じ地域産業のためのインフラ整備を展開す
　る。明治13年には国立銀行をはるかにし
　のぐ資本金で掛川銀行を創立する。

国の重文に匹敵する屋敷構え
常葉大学造形学部准教授／
松ヶ岡建造物整備委員会委員
 土屋和男さん

　この松ヶ岡は、長屋門、主屋、庭など
の屋敷構えが一体的に残っていることが
特徴ですし、明治期に天皇の行在所と
なった後に付け加わった近代和風の座敷
や蔵など、山﨑家の発展とともに拡張し
ていった歴史が残っていることが重要と

言えます。菊川市の黒田家や牧之原市の
大鐘家は国の重要文化財に指定されてい
ますが、その黒田家と同時期に建てられ
た松ヶ岡は、それらに匹敵する屋敷だと
思っています。
　松ヶ岡では市民が保存・活用に熱心に
取り組んでいますが、これに大学も参加
させてもらっています。市民と行政、学
生などが協働し自らの手で復元や将来構
想に関わるのも、これからの文化財のモ
デルケースなのかもしれません。

掛川遺産探訪
「松ヶ岡」を文化・教養の拠点に

く
ず

あ
ん

お
も

や

む
な
ふ
だ

ざ
い

せ
い
せ
き

し
ょ

ふ

しんえん い ぜん どう

きん す

松ヶ岡範囲
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松ヶ岡
逆川

掛川城
●

●
掛川西高

●
ファミレス

スーパー
●

掛川駅

東名高速道路

JR 東海道線・新幹線

旧国 1

掛川 IC

至静岡至浜松

●大日本報徳社

旧東海道

国
立
銀
行
を
し
の
い
だ
掛
川
銀
行

茶
の
輸
出
や
産
業
発
展
支
え
る

員
会
が
復
元
す
べ
き
と
し
た
「
掛

川
銀
行
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
銀
行
を
創
立
し
た
の
は
８
代
目
・
千
三

郎
。
掛
川
の
経
済
を
茶
産
業
で
豊
か
に
し

よ
う
と
遠
州
一
円
の
製
茶
業
者
に
呼
び
か

け
、
茶
の
輸
出
業
の
基
盤
を
作
り
上
げ
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
海
外
と
の
取
り
引

き
に
外
国
為
替
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
や
、

産
業
が
発
展
し
た
明
治
期
の
掛
川
で
茶
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
産
業
か
ら
の
資
金
需

要
に
す
ば
や
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
と
、

自
己
資
本
金
30
万
円
（
現
在
の
価
値
で
約

３
億
円
）
で
掛
川
銀
行
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
当
時
、
静
岡
と
浜
松
に
あ
っ
た
国
立
銀

行
の
資
本
金
が
約
10
万
円
ほ
ど
。
市
教
委

の
鬼
沢
勝
人
主
幹
は
「
千
三
郎
た
ち
が
地

域
経
済
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
熱
意
と
、

そ
れ
を
裏
付
け
る
経
済
力
は
、
掛
川
の
発

展
を
大
き
く
支
え
た
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

保
存
検
討
委
員
会
が
答
申

建
物
の
修
復
と
掛
川
銀
行
の
復
元
を

は
平
成
25
年
度
、
山
﨑
家
が
行
っ

た
地
域
振
興
に
関
係
す
る
団
体
や

保
存
要
望
を
提
出
し
た
団
体
な
ど
の
代
表

者
で
構
成
す
る
「
松
ヶ
岡
保
存
活
用
検
討

委
員
会
」
（
柳
澤
伯
夫
委
員
長
）
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
行
政
に
頼
ら
な
い
市
民
協
働
に
よ
る
保

存
活
用
体
制
を
検
討
し
、
平
成
26
年
10
月

に
そ
の
結
果
を
松
井
市
長
へ
提
出
。
市
民

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
屋
敷
の
修
復
と
掛
川

銀
行
本
店
の
復
元
を
通
じ
、
掛
川
城
や
大

日
本
報
徳
社
周
辺
施
設
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
文
化
振
興
や
人
材
育
成
の
拠
点
と

し
て
活
用
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
松
井
市
長
は
「
活
用
し
て
も

ら
う
こ
と
が
文
化
財
を
守
る
一
番
の
方
策
」

と
市
民
の
取
り
組
み
に
期
待
し
ま
し
た
。

委清
掃
・
募
金
・
修
理
・
勉
強
会

市
民
が
主
役
と
な
り
活
躍
中

告
書
を
提
出
し
た
検
討
委
員
会
は

「
松
ヶ
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委

員
会
」
へ
発
展
移
行
。
屋
敷
の
修
復
、
銀

行
の
復
元
に
必
要
な
募
金
運
動
、
施
設
の

一
般
公
開
な
ど
の
取
り
組
み
を
活
発
化
さ

せ
て
い
ま
す
。
４
代
目
当
主
の
号
で
も
あ

り
、
同
家
に
伝
わ
る
へ
ん
額
「
以
善
堂
」

（
善
い
行
い
を
す
る
人
が
集
ま
る
所
）
を

基
に
、
「
士
の
掛
川
城
、
農
の
報
徳
社
、

町
人
の
松
ヶ
岡
」
を
保
存
活
用
の
キ
ャ
ッ

報

チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
た
委
員
会
。
城
中
心
の

武
家
文
化
か
ら
、
明
治
以
降
、
近
代
化
の

進
む
な
か
で
の
町
人
文
化
の
頂
点
と
な
っ

た
こ
の
松
ヶ
岡
で
、
平
成
の
市
民
た
ち
が

そ
の
志
を
継
ぐ
よ
う
に
人
材
育
成
の
た
め

の
土
壌
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
従
前
か
ら
清
掃
活
動
を
続
け
る

市
民
有
志
の
集
ま
り
「
松
ヶ
岡
を
愛
す
る

会
」
の
メ
ン
バ
ー
ら
も
、
毎
月
屋
敷
の
清

掃
や
専
門
家
の
指
示
を
仰
ぎ
な
が
ら
軽
微

な
修
復
作
業
を
行
う
な
ど
、
推
進
委
員
会

と
連
携
し
て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
保
存
活
用
の
取
り
組
み
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
。
屋
敷
の
耐
震
補
強
、
劣

化
の
進
ん
だ
土
壁
や
屋
根
瓦
な
ど
の
修
復
、

掛
川
銀
行
の
復
元
な
ど
、
課
題
は
山
積
し

て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
副
委
員
長

の
藤
原
龍
美
さ
ん
（
掛
川
建
築
文
化
研
究

会
）
は
訴
え
ま
す
。
「
百
聞
は
一
見
に
し

か
ず
。
現
地
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

魅
力
に
ふ
れ
て
く
だ
さ
い
。
文
化
活
動
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
市
民
交
流
の
場
で
あ

り
、
迎
賓
館
と
な
る
よ
う
、
市
民
力
で
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
」

士の掛川城、農の報徳社、町人の松ヶ岡
未来を担う子どもや人材を育む拠点に

清掃活動に汗を流す
山本隆さん（十王区）
プロジェクト推進委員／
松ヶ岡を愛する会メンバー

掛川のシンボルをいつでもきれいに

年10月、プロジェクト推進委員や地元
大工などが昭和30年代に設置された主

屋台所部分の天井を撤去。天井裏からは建
築当時の立派で強固な梁が約60年ぶりに姿
を現した。作業には多くの市民ボランティ
アも参加した。

　毎月第4土曜日には、有志40～50人ほどが集まり
清掃活動をしています。放置していれば朽ちるだけ。
地元を中心に多くの方に呼びかけたところ、松ヶ岡
を知る世代が「何か力になれば」と集まるようにな
りました。今はプロジェクト推進委員会と愛する会
が連携をとることで新しい発見が増え、清掃などに
参加することが楽しくなっています。
　私も数年前までは「大きな家だな」くらいの認識
でしたが、偉大な功績を知れば知るほど驚くことば
かり。掛川の礎を築く基地となった松ヶ岡は、まさ
に掛川のシンボルですよね。誰が来ても恥ずかしく
ないよう、いつでもきれいにしておけたらと思いま
す。ぜひ足を運び、歴史に触れてみてください。

昨

と包括連携協定を結んだ常葉大学は昨年4月から半年間、造形学部
の生徒たちのフィールドワークの場として松ヶ岡を活用。8月、旧

家の修理・修復をテーマに、静岡文化芸術大学の学生らと合同発表会を
開催した。このほかにも、各大学との連携、建築士のシンポジウム開催
などを通じて、市内外から若者・専門家らの来訪を促し、掛川の歴史や
人、文化と触れる機会を提供している。

市

成27年10月の掛川大祭で、約70年ぶ
りに松ヶ岡で「獅子舞かんからまち」

が舞を披露。明治天皇が宿泊された表座敷
で3頭の獅子が勇壮に舞った。

平

当時の掛川銀行

復元した銀行内では、
金融などのセミナー
やシンポジウムなど
の開催を促し、学び
や文化・教養を育む
拠点として活用予定

毎月第4土曜日は一般開放

松ヶ岡を探検しよう
学芸員らが歴史や特徴を紹介します

　市教委とプロジェクト推進委員会は、
松ヶ岡への関心を高めてもらおうと、毎
月第4土曜日に一般開放をしています。
　当日は、市学芸員や委員らが待機し、
山﨑家の歴史をはじめ、江戸時代の名残
をとどめる見どころ、明治天皇が宿泊さ
れた表座敷など、解説を交えながら紹介
しています。
　まだ松ヶ岡に足を運んだことがないと
いう方は、ぜひこの機会にご家族でお越
しください。また、イベントも随時開催
しています。

開放時間：午前10時～午後3時
入館料　：無料（事前予約不要）
駐車場　：約10台（無料）
最寄りのバス停：西町商店街西（徒歩2分）

社会教育課　井村学芸員

掛川遺産探訪
「松ヶ岡」を文化・教養の拠点に

い

ぜ
ん
ど
う

▲清掃に汗を流す市民ボランティアのみなさん

き

ざ
わ

寄
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
建
物
の
修
復
や
人
づ
く
り
の
拠
点
と

な
る
銀
行
の
復
元
に
は
多
額
の
費
用
が

必
要
で
す
。市
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

で
は
、国
の
交
付
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
働
き
か
け
も
続
け
な
が
ら
、広
く
寄

付
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
外
の
方
は
、ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
活
用
し
た「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス『
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
』」に

よ
る
寄
付
が
便
利
で
す
。

掛川 松ヶ岡 ふるさと納税 検索

はり

松ヶ岡で市職員の説明を受ける常葉大生ら
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た
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に
頼
ら
な
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市
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協
働
に
よ
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保

存
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し
、
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成
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10
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に
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井
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長
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で
あ
る
屋
敷
の
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と
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、
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や
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拠
点
と
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て
活
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す
る
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針
が
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れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
松
井
市
長
は
「
活
用
し
て
も

ら
う
こ
と
が
文
化
財
を
守
る
一
番
の
方
策
」

と
市
民
の
取
り
組
み
に
期
待
し
ま
し
た
。

委清
掃
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修
理
・
勉
強
会
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が
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役
と
な
り
活
躍
中
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を
提
出
し
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討
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松
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推
進
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に
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な
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金
運
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、
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の
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な
ど
の
取
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組
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を
活
発
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い
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す
。
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代
目
当
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で
も
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り
、
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に
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わ
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額
「
以
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す
る
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が
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る
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を

基
に
、
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の
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、
農
の
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、
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人
の
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ヶ
岡
」
を
保
存
活
用
の
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報
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フ
レ
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ズ
に
し
た
委
員
会
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中
心
の

武
家
文
化
か
ら
、
明
治
以
降
、
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代
化
の

進
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の
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人
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の
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点
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た
こ
の
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ヶ
岡
で
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成
の
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継
ぐ
よ
う
に
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材
育
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の
た
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の
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壌
づ
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り
を
進
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て
い
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
従
前
か
ら
清
掃
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る

市
民
有
志
の
集
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り
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ヶ
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を
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ま
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。

　
し
か
し
、
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の
取
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は
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の
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強
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進
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や
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、

掛
川
銀
行
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な
ど
、
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ま
す
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推
進
委
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会
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委
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長

の
藤
原
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掛
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建
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化
研
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会
）
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え
ま
す
。
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一
見
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し

か
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。
現
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を
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い
た
だ
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、
そ
の
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だ
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活
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、
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松ヶ岡を愛する会メンバー

掛川のシンボルをいつでもきれいに

年10月、プロジェクト推進委員や地元
大工などが昭和30年代に設置された主

屋台所部分の天井を撤去。天井裏からは建
築当時の立派で強固な梁が約60年ぶりに姿
を現した。作業には多くの市民ボランティ
アも参加した。

　毎月第4土曜日には、有志40～50人ほどが集まり
清掃活動をしています。放置していれば朽ちるだけ。
地元を中心に多くの方に呼びかけたところ、松ヶ岡
を知る世代が「何か力になれば」と集まるようにな
りました。今はプロジェクト推進委員会と愛する会
が連携をとることで新しい発見が増え、清掃などに
参加することが楽しくなっています。
　私も数年前までは「大きな家だな」くらいの認識
でしたが、偉大な功績を知れば知るほど驚くことば
かり。掛川の礎を築く基地となった松ヶ岡は、まさ
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ど
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き

ざ
わ

寄
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
建
物
の
修
復
や
人
づ
く
り
の
拠
点
と

な
る
銀
行
の
復
元
に
は
多
額
の
費
用
が

必
要
で
す
。市
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

で
は
、国
の
交
付
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
働
き
か
け
も
続
け
な
が
ら
、広
く
寄

付
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
外
の
方
は
、ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
活
用
し
た「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス『
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
』」に

よ
る
寄
付
が
便
利
で
す
。

掛川 松ヶ岡 ふるさと納税 検索

はり

松ヶ岡で市職員の説明を受ける常葉大生ら
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Information

住民票などの取得が便利に
3月からミニストップでも開始

問市民課
　（☎21-1141）

問高齢者支援課
　（☎21-1142）

問掛川市選挙管理委員会
　（☎21-1133） 掛川市長選挙・市議会議員選挙

あなたの大切な一票を生かしましょう

Information

介護予防・日常生活支援
総合事業が始まります

3
月
1
日
（水）
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
住
民
票

の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取

得
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
に
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
が
追
加
さ

れ
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が
設
置
さ
れ

て
い
る
全
国
の
セ
ブ
ン

-

イ
レ
ブ

ン
、
サ
ー
ク
ル
K
サ
ン
ク
ス
、

ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

■
利
用
可
能
時
間

午
前
6
時
30
分
〜
午
後
11
時

（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
お
よ
び

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日
を
除
く
）

■
必
要
な
も
の

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、
次
の

い
ず
れ
か
が
必
要
で
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
利
用

者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
登
録

を
し
た
方
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
コ
ン

ビ
ニ
交
付
の
利
用
登
録
を
し
た

方
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用

者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
は
、
発
行
日
か
ら
5
回
目

の
誕
生
日
ま
で
で
す
。
引
き
続

き
利
用
す
る
場
合
は
、
更
新
手

続
き
が
必
要
で
す
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

は
、
平
成
30
年
12
月
で
終
了
す

る
予
定
で
す
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
、
新

た
に
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
登
録
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

・掛川市で印鑑登録をしている本人の証明書

コンビニ交付サービスで取得できる証明書と手数料

証明書の種類 手数料 留意事項

住民票の写し 300円

印鑑登録証明書 300円

・掛川市に住民登録のある本人または
　同一世帯の方の現在の住民票
・本籍、続柄記載の有無を選択できます。
・住民票コードやマイナンバーは
　記載できません。

※会場の都合上、候補者1人につき
　出席者3人までとさせていただきます。

4/9㊐告示・16㊐投票日
　任期満了に伴い、掛川市長選挙および
掛川市議会議員選挙が上記の日程で行わ
れます。
※両選挙とも即日開票を予定しています。

立候補予定者
説明会を開きます
掛川市長選挙および掛川市議会議員選挙
に立候補を予定されている方を対象に、
説明会を開催します。

とき 2月24日（金）
 午前9時30分～
ところ 市役所4階会議室1

自分で、地域で、「積極的な介護予防」に取り組もう

平成27年の介護保険法の改正により、高齢者
の介護予防と日常生活の自立支援に力を入れた
「介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総
合事業）」が創設されました。

この事業は、高齢者が要介護状態にならない
よう、医療や福祉の関係機関、地域が連携し
て、介護予防サービスや各種事業を提供しま
す。

どのようなサービスが利用できますか?

利用するにはどうしたら
よいですか?

訪問・通所介護事業所、ボランティア団体などから
必要に応じたサービスを利用できます。

高齢者支援課、各ふくしあ
（行政、地域包括支援セン
ター）に相談してください。

平成29年4月
スタート

【介護予防・生活支援サービス事業】
対象　介護保険の要支援1・2の認定を受けた方、
　　　事業対象者と判定された方
◆訪問型サービス…ホームヘルパーなどによる
　身体介護や掃除・洗濯などの生活援助
◆通所型サービス…通所介護事業所などでの生
　活支援や運動機能向上、栄養改善

【介護予防・生活支援サービス事業】
上記の各窓口で本人と面接し、
チェックリストなどで事業対象者を
判定します。従来の介護認定手続き
より一部が簡略化され、サービスを
利用しやすくなります。

現在、要支援の認定を受け
ています。何か変わること
はありますか?

サービスの利用に
大きな変更はありません。
認定の有効期間中は継続して
サービスを利用できます。
介護予防訪問介護（ヘルパー）
と介護予防通所介護（デイサー
ビス）のみを利用中の方は、更
新時に事業対象者への切り替え
を行ってください。

　年を重ねても、住み慣れた地域で、いつまで
もいきいきと安心して暮らし続けていくために
は、高齢者自身が自分なりの社会での役割や生き
がいを持つなど、介護予防に努めることが大切です。
　また、介護保険や行政サービスに加え、ボラン

【一般介護予防事業】
対象　65歳以上の全ての方
◆各種介護予防教室
　自立体力トレーニングを用いた「プラチナ世代
の若返り講座」、歩く脳トレーニング「健やか
ステップ」など

ティアによる支援や地域の助け合いなども必要
です。
　市では、介護予防ボランティア育成講座を実
施しています。自分で、地域で、介護予防に取
り組みましょう。

めいすいくん
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水
化
物
の
と
り
す
ぎ
」
「
炭
水
化
物
の
制

限
を
」
と
は
、
「
糖
質
の
と
り
す
ぎ
」

「
糖
質
の
制
限
を
」
と
い
う
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
。
太
る
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
必
要
な

食
物
繊
維
も
制
限
し
て
し
ま
う
傾
向
が
み

ら
れ
ま
す
。

　
糖
質
は
脂
質
、
タ
ン
パ
ク
質
と
並
ぶ
3

大
栄
養
素
の
ひ
と
つ
。
消
化
吸
収
さ
れ
て

ブ
ド
ウ
糖
と
な
り
、
全
身
に
回
っ
て
素
早

く
体
の
主
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

運
動
や
思
考
と
い
っ
た
体
の
筋
肉
や
機

能
を
使
う
場
合
、
必
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
糖

質
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
余
分

に
と
っ
た
糖
質
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
に

よ
り
中
性
脂
肪
の
形
で
保
管
さ
れ
て
、
ブ

ド
ウ
糖
が
減
っ
て
く
れ
ば
補
給
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

18
世
紀
後
半
に
経
済
学
者
の
マ
ル
サ
ス

が
『
人
口
論
』
の
中
で
「
人
口
は
制
限
さ

れ
な
け
れ
ば
幾
何
級
数
的
に
増
加
す

る
」
、
す
な
わ
ち
食
糧
な
ど
の
供
給
が
制

限
さ
れ
な
け
れ
ば
人
口
は
増
え
続
け
る
だ

ろ
う
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
の
日
本
の
人
口
推
移
の

状
況
を
見
ま
す
と
食
料
供
給
は
満
た
さ
れ

て
い
て
も
減
少
が
進
ん
で
お
り
、
大
変
憂

慮
す
べ
き
状
況
で
す
。

現
在
の
日
本
の
人
口
は
1
億
2
7
0
0

万
人
ほ
ど
で
あ
り
ま
す
が
、
1
0
0
年
後

に
は
4
0
0
0
万
人
程
度
と
な
り
、
江
戸

時
代
に
近
い
人
口
規
模
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
人
口
は
少
な
い
方
が
富
の
分

配
に
は
良
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す

が
、
問
題
は
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
が
早

く
、
そ
し
て
年
齢
構
成
が
極
端
に
高
齢
化

す
る
こ
と
で
す
。
1
0
0
年
間
で
人
口
が

3
分
の
1
に
減
少
し
、
高
齢
化
が
さ
ら
に

進
展
す
る
よ
う
な
事
態
が
社
会
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
国
民
み
ん
な

で
考
え
て
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

特
に
問
題
な
の
は
現
役
世
代
の
労
働
人

口
の
減
少
で
す
。
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト

で
代
替
で
き
な
い
人
的
サ
ー
ビ
ス
の
労
働

力
不
足
が
深
刻
に
な
り
ま
す
。
海
外
か
ら

の
労
働
力
に
頼
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
外
国
の
例
か
ら

も
急
激
な
移
民
の
増
加
は
国
内
に
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
も
た
ら
す
心
配
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
さ
ら
に
心
配
な
こ
と
は
、
人
口

減
少
と
年
齢
構
成
の
偏
在
に
よ
り
、
税
や

保
険
料
を
納
め
る
現
役
世
代
が
減
り
、
年

金
や
介
護
の
財
源
が
確
保
で
き
ず
に
社
会

保
障
制
度
が
破
た
ん
し
て
し
ま
う
お
そ
れ

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
口
維
持
の
た
め
に
は
出
生
率
を
2
・

08
以
上
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
20
年
間
1
・
50
を
上

回
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
出

生
率
の
ま
ま
で
す
と
子
ど
も
は
減
り
続

け
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
く

な
り
ま
す
。

掛
川
市
の
人
口
減
少
の
状
況
で
す
が
、

2
0
0
9
年
（
平
成
21
年
）
を
ピ
ー
ク
に

減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
「
日
本
の
地
域

別
将
来
推
計
人
口
（
平
成
25
年
3
月
）
」

に
よ
れ
ば
、
掛
川
市
の
人
口
11
万

7
0
0
0
人
、
高
齢
化
率
25
%
程
度
が
、

2
0
4
0
年
に
は
10
万
人
を
割
り
込
み
、

高
齢
化
率
は
37
・
1
%
ま
で
上
昇
す
る
と

の
予
測
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
掛
川
市
で
は
「
第
2
次
掛

川
市
総
合
計
画
」
に
お
い
て
、
人
口
目
標

を
2
0
4
0
年
に
は
12
万
人
と
定
め
、
こ

の
目
標
達
成
の
た
め
に
、
少
子
化
・
人
口

減
少
対
策
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
現
在
の

出
生
率
1
・
64
を
2
0
4
0
年
に
は
2
・

10
に
引
き
上
げ
る
た
め
に
は
「
子
育
て
支

援
」
の
充
実
強
化
な
ど
「
希
望
が
見
え
る

ま
ち
・
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
掛

川
」
の
実
現
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま

す
。ち

な
み
に
、
県
が
発
表
し
た
平
成
27
年

10
月
1
日
か
ら
の
1
年
間
の
人
口
動
態
統

計
に
よ
り
ま
す
と
、
県
内
の
人
口
10
万
人

以
上
の
10
市
の
中
で
掛
川
市
だ
け
が
人
口

が
増
え
て
い
ま
し
た
。

炭
水
化
物
や
糖
質
に
つ
い
て
、
な
ん
と

な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
や
す
い
も
の
と

い
う
感
じ
は
し
て
も
、
詳
し
く
は
わ
か
ら

な
い
と
い
う
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
最
近

ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
で
も
よ
く
出
て
く
る
こ

れ
ら
の
言
葉
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。糖

質
と
い
う
と
甘
い
も
の
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実

は
甘
く
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
米
や
小

麦
な
ど
の
穀
類
や
、
イ
モ
類
な
ど
に
多
い

で
ん
ぷ
ん
が
そ
う
で
す
。

で
は
炭
水
化
物
と
は
?

こ
れ
は
糖
質
と
食
物
繊
維

を
合
わ
せ
た
も
の
を
い

い
、
食
物
繊
維
と
は
消
化

さ
れ
な
い
も
の
を
指
し
ま

す
。
日
本
人
は
食
物
繊
維

の
一
日
の
摂
取
量
が
足
り

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
よ
く
言
わ
れ
る
「
炭

糖
質
は
3
大
栄
養
素
の
ひ
と
つ

た
だ
、
最
近
は
食
生
活
の
乱
れ
か
ら
過

量
の
糖
質
、
脂
質
の
摂
取
が
続
き
、
血
中

の
ブ
ド
ウ
糖
量
が
下
が
ら
な
か
っ
た
り
、

中
性
脂
肪
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
値
が
高

い
ま
ま
で
、
肥
満
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
に

な
っ
た
り
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

糖
質
の
摂
取
量
を
極
端
に
減
ら
す
こ
と

は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
糖
質
は
控

え
め
に
し
、
食
物
繊
維
を
多
め
に
と
る
こ

と
、
適
度
な
運
動
で
カ
ロ
リ
ー
を
使
い
、

身
体
の
循
環
を
助
け
臓
器
へ
の
負
担
を
な

く
し
て
い
く
こ
と
が
、
健
康
の
た
め
に
必

要
で
す
。

小笠袋井薬剤師会  その41
（☎22-7120）

炭
水
化
物
は
糖
質
と
食
物

繊
維
を
合
わ
せ
た
も
の

糖
質
の
摂
取
と
運
動
は
適
度
に
。

臓
器
の
負
担
を
な
く
そ
う

〜
炭
水
化
物
と
糖
質
〜

生
活
習
慣
病
の
予
防

人
口
減
少
問
題
を
考
え
る
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■古本市　～図書館で除籍した本などをお譲りします～
　期間：2月25日（土）～28日（火）　中央
　期間：3月1日（水）～5日（日）　大東
■歴史講演会「掛川藩終焉と転封　松尾藩顛末」　中央
　とき：3月5日（日）午後1時30分～3時30分
★手作り講座「折り紙で作るRose Box」　大須賀
　とき：3月5日（日）午前10時～11時30分（定員10人）
★手作り講座「はじめての羊毛フェルト」　中央
　とき：3月10日（金）午後1時30分～3時30分（定員15人）
■妖怪原画展～日本全国の妖怪大集合～　中央
　とき：3月15日（水）～19日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■妖怪チームがやってくる!～妖怪と遊ぼう・おもしろ妖怪学入門～
　とき：3月18日（土）午後2時～4時
■大東図書館開館10周年記念式典　大東
　とき：3月19日（日）午前9時30分～10時

各医療機関の診療案内は、平成28年7月号折込の  保存版 「小笠医師会管内　医療機関診療案内」
または市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報  －  救急医療 ）をご利用ください。
※小笠掛川急患診療所では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできません。該当する方は指定医療機関で受診してください。
※救急医療は、あくまでも救急のためのものです。急病以外は通常の診療時間内に開業医を受診してください。

救急医療のお知らせ 受診前に連絡を！

保健予防課 （　23-8111）

会場 徳育：徳育保健センター（御所原）
 大東：大東保健センター（三俣）

3月

救急車？まずは急患診療所
中東遠総合医療センターの救急医療は、入

院や手術が必要な重症患者さんを中心に
行っています。
外来で対処可能な患者さんは、小笠掛川

急患診療所での受診をお願いします。
急患診療所は、掛川インターチェンジ東

側の希望の丘内・中部ふくしあ棟2階にあり、
医師や看護師が対応しています。

3月の健康案内

保健師・栄養士だより
 今よりプラス10分体を動かそう

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時
に、いつでも身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ
て徳育保健センターへお越しください。

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示催 市内34か所へ！  移動図書館

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会
中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央：3月11日・25日（土） 午後3時～3時30分
大　東：3月  4日・18日（土） 午前10時30分～11時10分
大須賀： 毎週土曜日 午後3時～3時30分

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：3月17日（金）午前10時30分～11時　

絵

世界で一番
美しい元素図鑑

セオドア・
グレイ/著
ニック・マン/写真
（創元社）

稲葉茂勝/著
（今人舎）

暗号学

ケイト・メスナー/文　
クリストファー・
サイラス・ニール/絵
（福音館書店）

ゆきのうえ
ゆきのした

図書館関係者が
お薦めの1冊を
紹介します

掛川
IC

広場

掛川東病院

小笠掛川急患診療所（受付2階）
希望の丘内

Ｎ

BooKリレー○20

雪の上は、真っ白でしんと静まりか
えっています。でも雪の下には、寒
さや危険から身を守りながら冬を過
ごす、いろいろな生き物たちが暮ら
しています。雪の下にある秘密の別
世界を描いた絵本です。

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

市立
図書館

▲みちくさ句会・
　市川さち子さん

小学校、公民館、農協などを巡回しま
す。日程は図書館へ問い合わせるか、
図書館ホームページをご覧ください。

暗号の種類、歴史、作り方などにつ
いて書かれた本です。ヒエログリフ
からギャル文字まで、暗号として解
釈できるものを幅広く紹介。児童書
ですが、大人が読んでも十分におも
しろい本です。

■中央図書館（☎24-5921）
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで）
　3月の休館日：毎週月曜日、31日（金）
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
　3月の休館日：毎週月曜日、31日（金）
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
　3月の休館日：毎週月曜日、31日（金）

対　象：乳幼児と保護者
中　央：3月   3日・ 10日（金） 午前10時30分～11時
大　東：3月   3日・ 10日（金） 午前10時30分～11時
大須賀：3月 17日・ 24日（金） 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　手遊びや育児相談などを行っています。

健康の維持には運動が不可欠です。いきなり激しい運動を
始めるとけがをしたり、続かなかったりします。まずは
「+10（プラステン）」、今より1日10分多く体を動かすこ
とから始めましょう。
寒さが厳しい時期ですが、すぐできることは、歩くこと。

買い物や散歩、すき間時間などで歩いている時間にプラスし
てみましょう。10分は歩数にすると
約1,000歩です。
天候が悪い日は、室内で普段の歩

く動作より大きく腕を振りながら、
ももをしっかりと上げて歩く「もも
上げ歩き」がお薦めです。有酸素運
動と筋トレを合わせて、運動効果を
高めましょう。

月～金曜日（平日夜間）診療科：内科、小児科
●19：00～22：00（受付 21：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30  ☎61-1299・FAX61-1400）

土曜日
●12：00～17：00　市内の開業医院
　診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

日曜日・祝日　診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前）
●9：00～12：00（受付 11：30まで）、13：00～17：00（受付 16：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30  ☎61-1299・FAX61-1400）

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　子どもの急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診しようか迷っ
たときはお電話ください。保健師や看護師が相談に応じます。
■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00／日･祝 8：00～翌朝8：00

　　　　

元素について、純粋状態と日常見か
ける化合物や応用製品の代表例が美
しい写真で掲載されています。意外
なエピソードなども紹介されている
ので、このような分野が苦手な方に
も楽しめる1冊です。

大東

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児健康診査
13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
（もぐもぐごっくん教室）
9：15～9：30

 8 水 平成28年 8月   1日 ～15日出生児

 15 水 平成28年 8月 16日 ～31日出生児

 9 木 平成27年 8月   1日 ～15日出生児

 10 金 平成27年 8月 16日 ～31日出生児

 16 木 平成27年   7～8月出生児

 8 水 平成26年12月   1日 ～15日出生児  

 15 水 平成26年12月 16日～31日出生児

 7 火 平成26年  2月   1日 ～15日出生児  

 13 月 平成26年  2月 16日～28日出生児

 17 金 平成26年  1～2月出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

中央
図書館

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 1 水 平成29年  1月出生児

 22 水 生後4～8か月児の親（予約制）

 

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

パパママセミナー（絵本・栄養編）
9：00～9：30  3 金 妊婦（予約制）※夫婦での参加も可

長い年月をかけて磨きあげられ
た豊かな季節の言葉（季語）を、
時候や行事・生活・動植物などに
分類した『歳時記』。図書館にも
いろいろな種類があります。
「獺魚を祭る」「蛙の目借時」

など春のおもしろい季語も多く、
季語ごとに解説と例句がついてい
て、どこからでも楽しめます。

かわうそうお かわず め かりどき

しゅうえん てんぽう てんまつ
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■古本市　～図書館で除籍した本などをお譲りします～
　期間：2月25日（土）～28日（火）　中央
　期間：3月1日（水）～5日（日）　大東
■歴史講演会「掛川藩終焉と転封　松尾藩顛末」　中央
　とき：3月5日（日）午後1時30分～3時30分
★手作り講座「折り紙で作るRose Box」　大須賀
　とき：3月5日（日）午前10時～11時30分（定員10人）
★手作り講座「はじめての羊毛フェルト」　中央
　とき：3月10日（金）午後1時30分～3時30分（定員15人）
■妖怪原画展～日本全国の妖怪大集合～　中央
　とき：3月15日（水）～19日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■妖怪チームがやってくる!～妖怪と遊ぼう・おもしろ妖怪学入門～
　とき：3月18日（土）午後2時～4時
■大東図書館開館10周年記念式典　大東
　とき：3月19日（日）午前9時30分～10時

各医療機関の診療案内は、平成28年7月号折込の  保存版 「小笠医師会管内　医療機関診療案内」
または市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報  －  救急医療 ）をご利用ください。
※小笠掛川急患診療所では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできません。該当する方は指定医療機関で受診してください。
※救急医療は、あくまでも救急のためのものです。急病以外は通常の診療時間内に開業医を受診してください。

救急医療のお知らせ 受診前に連絡を！

保健予防課 （　23-8111）

会場 徳育：徳育保健センター（御所原）
 大東：大東保健センター（三俣）

3月

救急車？まずは急患診療所
中東遠総合医療センターの救急医療は、入

院や手術が必要な重症患者さんを中心に
行っています。
外来で対処可能な患者さんは、小笠掛川

急患診療所での受診をお願いします。
急患診療所は、掛川インターチェンジ東

側の希望の丘内・中部ふくしあ棟2階にあり、
医師や看護師が対応しています。

3月の健康案内

保健師・栄養士だより
 今よりプラス10分体を動かそう

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時
に、いつでも身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ
て徳育保健センターへお越しください。
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図書館へ行こう

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示催 市内34か所へ！  移動図書館

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会
中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央：3月11日・25日（土） 午後3時～3時30分
大　東：3月  4日・18日（土） 午前10時30分～11時10分
大須賀： 毎週土曜日 午後3時～3時30分

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：3月17日（金）午前10時30分～11時　
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世界で一番
美しい元素図鑑

セオドア・
グレイ/著
ニック・マン/写真
（創元社）

稲葉茂勝/著
（今人舎）

暗号学

ケイト・メスナー/文　
クリストファー・
サイラス・ニール/絵
（福音館書店）

ゆきのうえ
ゆきのした

図書館関係者が
お薦めの1冊を
紹介します
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広場

掛川東病院

小笠掛川急患診療所（受付2階）
希望の丘内
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雪の上は、真っ白でしんと静まりか
えっています。でも雪の下には、寒
さや危険から身を守りながら冬を過
ごす、いろいろな生き物たちが暮ら
しています。雪の下にある秘密の別
世界を描いた絵本です。

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

市立
図書館

▲みちくさ句会・
　市川さち子さん

小学校、公民館、農協などを巡回しま
す。日程は図書館へ問い合わせるか、
図書館ホームページをご覧ください。

暗号の種類、歴史、作り方などにつ
いて書かれた本です。ヒエログリフ
からギャル文字まで、暗号として解
釈できるものを幅広く紹介。児童書
ですが、大人が読んでも十分におも
しろい本です。

■中央図書館（☎24-5921）
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで）
　3月の休館日：毎週月曜日、31日（金）
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
　3月の休館日：毎週月曜日、31日（金）
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
　3月の休館日：毎週月曜日、31日（金）

対　象：乳幼児と保護者
中　央：3月   3日・ 10日（金） 午前10時30分～11時
大　東：3月   3日・ 10日（金） 午前10時30分～11時
大須賀：3月 17日・ 24日（金） 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　手遊びや育児相談などを行っています。

健康の維持には運動が不可欠です。いきなり激しい運動を
始めるとけがをしたり、続かなかったりします。まずは
「+10（プラステン）」、今より1日10分多く体を動かすこ
とから始めましょう。
寒さが厳しい時期ですが、すぐできることは、歩くこと。

買い物や散歩、すき間時間などで歩いている時間にプラスし
てみましょう。10分は歩数にすると
約1,000歩です。
天候が悪い日は、室内で普段の歩

く動作より大きく腕を振りながら、
ももをしっかりと上げて歩く「もも
上げ歩き」がお薦めです。有酸素運
動と筋トレを合わせて、運動効果を
高めましょう。

月～金曜日（平日夜間）診療科：内科、小児科
●19：00～22：00（受付 21：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30  ☎61-1299・FAX61-1400）

土曜日
●12：00～17：00　市内の開業医院
　診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

日曜日・祝日　診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前）
●9：00～12：00（受付 11：30まで）、13：00～17：00（受付 16：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30  ☎61-1299・FAX61-1400）

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　子どもの急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診しようか迷っ
たときはお電話ください。保健師や看護師が相談に応じます。
■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00／日･祝 8：00～翌朝8：00

　　　　

元素について、純粋状態と日常見か
ける化合物や応用製品の代表例が美
しい写真で掲載されています。意外
なエピソードなども紹介されている
ので、このような分野が苦手な方に
も楽しめる1冊です。

大東

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児健康診査
13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
（もぐもぐごっくん教室）
9：15～9：30

 8 水 平成28年 8月   1日 ～15日出生児

 15 水 平成28年 8月 16日 ～31日出生児

 9 木 平成27年 8月   1日 ～15日出生児

 10 金 平成27年 8月 16日 ～31日出生児

 16 木 平成27年   7～8月出生児

 8 水 平成26年12月   1日 ～15日出生児  

 15 水 平成26年12月 16日～31日出生児

 7 火 平成26年  2月   1日 ～15日出生児  

 13 月 平成26年  2月 16日～28日出生児

 17 金 平成26年  1～2月出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

中央
図書館

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 1 水 平成29年  1月出生児

 22 水 生後4～8か月児の親（予約制）

 

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

パパママセミナー（絵本・栄養編）
9：00～9：30  3 金 妊婦（予約制）※夫婦での参加も可

長い年月をかけて磨きあげられ
た豊かな季節の言葉（季語）を、
時候や行事・生活・動植物などに
分類した『歳時記』。図書館にも
いろいろな種類があります。
「獺魚を祭る」「蛙の目借時」

など春のおもしろい季語も多く、
季語ごとに解説と例句がついてい
て、どこからでも楽しめます。

かわうそうお かわず め かりどき

しゅうえん てんぽう てんまつ
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2/15（水）9：30～11：30
市役所4階会議室6

2/17（金）18：30～20：00
（18：00受付）
さんりーな（大池）

2/18（土）13：30～16：30
（13：00受付）
中央図書館（掛川）

2/18（土）13：00～16：00
あいり～な（掛川）

2/18（土）
①11：20～（11：00受付）
②13：20～（13：00受付）
県総合教育センター（富部）

2/18（土）10：30～12：00
袋井特別支援学校
（袋井市）

2/20（月）13：30～15：30
（13：00受付）
徳育保健センター（御所原）

2/22（水）14：00～16：00
徳育保健センター（御所原）

2/24（金）9：30～11：30
大東北公民館（下土方）

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料
パソコン未経験
者8人（初心者・
高齢者歓迎）
受講無料

どなたでも
（初心者優先）
参加無料

どなたでも
30人　
参加無料

どなたでも
20人
相談無料

幼児～小学校
低学年
各回50人

一般
参加無料

一般100人
受講無料

一般100人
受講無料

パソコン未経験
者8人（初心者・
高齢者歓迎）
受講無料

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電源の入れ方や切り方、マウス・キーボードの操作
を学びます。パソコンは市役所で用意します。
　2/10（金）までに電話で申込（申込多数のときは
抽選）

講師は社会保険労務士の小田切克子さん。3年後の
理想を表現し、プレゼンテーションするキャリアデザ
イン講座です。
　電話で申込（申込順）

富士山の日にあわせて、「マコちゃんの春」（約40
分）を無料上映します。
　電話、FAX、Eメール（sogokyouiku-somukikaku
@pref.shizuoka.lg.jp）または直接窓口まで氏名、
電話番号、参加時間などを伝えて申込（申込順）
中学部・高等部の生徒が作った焼き物やクラフトか
ご、布製品、木製品、野菜などを販売します。
　直接来校し当日受付

講師は東京女子医科大学看護学部准教授見城道子
さん。高齢者の見守り活動の基本と見守りのポイン
トなどを紹介します。
　2/14（火）までに電話、FAXまたはEメールにて
氏名、住所、電話番号を明記して申込（申込順）

講師はマックスバリュ東海（株）滝野泉さん。旬の食
材のおいしい食べ方や選び方などを学びます。
　電話またはFAX、Eメール（tokuiku@city.kakegawa.
shizuoka.jp）で氏名、住所、電話番号、「食育講演
会」参加希望と明記し申込（申込順）

電源の入れ方や切り方、マウス・キーボードの操作を
学びます。パソコンは大東北公民館で用意します。　
　電話、来館にて申込（申込多数のときは抽選・月
曜休館）

成年後見制度のほか遺産分割や遺言・相続などみな
さんの身の回りの困りごとにお答えします。
　2/13（月）までに申込用紙（市高齢者支援課、各ふくし
あ窓口で配布。または市ホームページからダウンロード）
に氏名、住所、電話番号、相談内容を記入し、直接または
郵送（〒436-8650長谷1-1-1）、FAX、Eメール（kourei-sien@
city.kakegawa.shizuoka.jp）で申込（申込順）

都道府県対抗トランポリン競技選手権で実際に使
用されるトランポリンを体験できます。
持ち物　運動する服装、靴下
　直接会場へ

はじめてのパソコン講座
　　IT政策課
（☎21-1341）

創業支援セミナー
　　産業労政課
（☎21-1125）

市民相談会
　　高齢者支援課
（☎21-1142・FAX21-1163）

プラネタリウム無料上映会
　　県総合教育センター
総務企画課総務班
（☎24-9700・FAX24-9707）

食育講演会「無駄なく
おいしく　健康的な食生活を」
　　保健予防課
（☎23-8111・FAX23-9555）

高齢者見守りサポーター
養成講座
　　高齢者支援課
（☎21-1142・FAX21-1163）
kourei-sien@city.kakegawa.shizuoka.jp

はじめてのパソコン講座
　　大東北公民館
（☎74-2200）

トランポリン市民体験会
　社会教育課
（☎21-1159）

袋特市
　県立袋井特別支援学校
（☎0538-43-6611）

①2/25（土）9：00～16：00
②2/26（日）9：00～14：30
大須賀中央公民館（西大渕）

2/27（月）12：30～13：00
市役所1階ロビー

3/1（水）～10（金）全7回
日建学院掛川校（下垂木）

3/5（日）10：00～11：30
大須賀老人福祉センター
（西大渕）

3/5（日）
14：00開演（13：30開場）
大須賀中央公民館（西大渕）

3/8（水）10：30～12：00
竹の丸（掛川）

3/9（木）14：00～16：00
（受付13：30～）
袋井市総合センター
（袋井市）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

どなたでも
入場無料

どなたでも
入場無料

県内在住で、
ハローワークに
求職登録中の
55歳以上の方
受講無料

どなたでも
参加料100円
（保険料など）

どなたでも　
入場無料

一般100人
受講無料

①幼児・小中学生将棋対戦交流会など
②ステージ発表、試食など
講座や教室、趣味など幅広い活動の成果を作品展
示やステージ発表で披露します。
　直接会場へ
演奏者は、藤田麻貴子さん（ピアノ）と名倉主さん
（ヴァイオリン）。お昼のひとときを心地よいピアノ
の音色とともに過ごしましょう。
　直接会場へ

Word、Excelのビジネスで必須な基本操作を学び
ます。全日程の受講が必須。申し込み後、2/17（金）
の選考会で受講者を決定します。
　日程、申し込み方法などはお問い合わせください。

体のゆがみを整える体操を、スポーツ推進委員が指
導します。
　電話で申込

和菓子練り切り作りを体験し、掛川茶のおいしいい
れ方を学びます。
　2/10（金）～電話で申込（申込順）

県ひきこもり支援センターの運営状況の報告と久
留米大学文学部社会福祉学科門田光司教授がソー
シャルワークの観点から話します。
　2/16（木）までに電話、FAXまたはEメール
（mental@pref.shizuoka.lg.jp）にて参加会場、
氏名、電話番号、住所（市町）を伝えて申込（申込順）

小学生が1年間の練習成果を発表します。
　直接会場へ

フェスタおおすか
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

第61回お昼のピアノ
ミニコンサート
　文化会館シオーネ
（☎72-1234）

いきわくジュニアブラス
バンドクラブ「修了演奏会」
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

シルバー技能講習会
※厚生労働省委託事業
　静岡労働局
（☎054-271-9972）
　　日建学院浜松校
（☎053-546-1077）

練り切り作りと掛川茶の
いれ方を学ぼう!!
　　竹の丸
（☎22-2112）
講演会「ひきこもりの理解と
支援～家族・関係機関・地域の
協働でできること～」
　　県精神保健福祉センター
（☎054-286-9245・
FAX054-286-9249）

健康な体の作り方講座
　　社会教育課
（☎21-1159）

ふくしあ健康相談（3月）

●東部ふくしあ（☎61-2900）
　3/15（水）10：00～11：30
●たまり～な出張相談
　（問東部ふくしあ ☎61-2900）
　3/1（水）10：00～12：00
●中部ふくしあ（☎28-9713)
　3/8（水）9：30～11：30
●西部ふくしあ（☎29-5977）
　3/7（火）9：30～11：30
●大東ふくしあ（☎72-1116）
　3/1（水）9：30～11：30
●大東温泉シートピア
　（問大東ふくしあ ☎72-1116）
　3/22（水）14：00～15：30
●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　3/2（木）9：30～11：30

今
月
の
け
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ト
ラ
市
問
実
行
委
員
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24-

1
1
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2
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内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料
2/4（土）～12（日）
9：00～17：00（入館16：30）
掛川城御殿（掛川）

2/17（金）12：00～2/23（木）
17：00（月曜休館）
中央図書館（掛川）
2/17（金）～19（日）
9：00～16：00（最終日～15：00）
大東図書館（大坂）

2/19（日）9：00～11：30
三の丸広場（掛川）集合出発

いこいの広場、エコパ、
大東北運動場、横須賀城跡
公園など

2/18（土）～3/6（月）
9：00～17：00（入館16：30）
掛川城御殿（掛川）

2/12（日）9：30～13：30
大東北公民館（下土方）集合

高校生が花で飾った掛川城御殿をお楽しみ
ください。
　直接会場へ

葛布、タペストリー、明かりなどの作品展示
　直接会場へ

三井山砦から富士山を眺めよう。
持ち物　歩きやすい服装、飲み物
　電話で申し込み
日本刺繍の作品を展示します。（富嶽三十六
景など約100点）、体験もあり（申込不要）
　直接会場へ

ユニークな形と色彩が特徴の「横須賀凧」
を掛川城御殿に飾ります。
　直接会場へ
ねずみ山（富士山を眺望）、十九首（平将
門、井伊直親ゆかりの地）。雨天中止
　直接会場へ
　2/20（月）までに各支部へ申込
掛川支部・平尾（☎090-4855-2528）
大東支部・坂瓜（☎090-4025-2997）
大須賀支部・神谷（☎090-6807-7831）

どなたでも
入館料一般410円、
小中学生150円

どなたでも
参加無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
入場無料

歩きに自信の
ある方
参加無料
掛川協会費
500円/年
日本協会費
800円/年

どなたでも
入館料一般410円、
小中学生150円

高校生の華展
　NPO法人スローライフ掛川
（☎090-5109-0546）

日本刺繍「まゆの会」
富嶽三十六景展
　末吉（☎090-3559-7831）
葛（くず）のある暮らし展
　達人に学び伝える会・　
山中（☎23-3207）
横須賀凧展
　掛川城公園管理事務所
（☎22-1146）
富士山の日のウォーク
　掛川観光ボランティアの会・
安藤（☎72-5637）

掛川市グラウンドゴルフ協会
平成29年度新規会員募集
　平尾（☎090-4855-2528）

三井山砦ウォーキング
　高天神城観光ボランティアの会・
大石（☎24-2435） ●【特別展】遺伝と遺伝子

　～遺伝子から見た生命の進化と人の病気～
　終了間近！（2/12（日）まで）
遺伝子DNAは生命の設計図です。現

代では遺伝子検査が身近になり、がんや
遺伝病の診断に利用されます。
パネルでは実例を紹介し、人DNAの

実物や化石なども展示します。「遺伝と
遺伝子」を理解して、健康管理に役立て
ましょう。

●【健康セミナー】
　「感染症にかからないために」
　2/25（土）13：30～15：00
　ウイルスや細菌などによる感染症は、ど
のような状況で起きやすいのか、日常、問
題となる必要なことをお話しします。

講師　東京女子医科大学感染症科教授
　　　菊池賢さん
ところ　東京女子医大大東キャンパス（下土方）
対象　一般100人
受講料　300円
※電話・FAX（講座名・氏名・住所・電話番
号を明記）で申込（申込順）

吉岡彌生記念館（☎74-5566・FAX74-4841）
入館料/中学生以下無料、高校生以上200円（300円）　※（　）内は特別展開催時※子育て優待カードで入館料割引
休館日/毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）

どなたでも
10人
参加料1,300円
（材料費含む）
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2/15（水）9：30～11：30
市役所4階会議室6

2/17（金）18：30～20：00
（18：00受付）
さんりーな（大池）

2/18（土）13：30～16：30
（13：00受付）
中央図書館（掛川）

2/18（土）13：00～16：00
あいり～な（掛川）

2/18（土）
①11：20～（11：00受付）
②13：20～（13：00受付）
県総合教育センター（富部）

2/18（土）10：30～12：00
袋井特別支援学校
（袋井市）

2/20（月）13：30～15：30
（13：00受付）
徳育保健センター（御所原）

2/22（水）14：00～16：00
徳育保健センター（御所原）

2/24（金）9：30～11：30
大東北公民館（下土方）

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料
パソコン未経験
者8人（初心者・
高齢者歓迎）
受講無料

どなたでも
（初心者優先）
参加無料

どなたでも
30人　
参加無料

どなたでも
20人
相談無料

幼児～小学校
低学年
各回50人

一般
参加無料

一般100人
受講無料

一般100人
受講無料

パソコン未経験
者8人（初心者・
高齢者歓迎）
受講無料

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電源の入れ方や切り方、マウス・キーボードの操作
を学びます。パソコンは市役所で用意します。
　2/10（金）までに電話で申込（申込多数のときは
抽選）

講師は社会保険労務士の小田切克子さん。3年後の
理想を表現し、プレゼンテーションするキャリアデザ
イン講座です。
　電話で申込（申込順）

富士山の日にあわせて、「マコちゃんの春」（約40
分）を無料上映します。
　電話、FAX、Eメール（sogokyouiku-somukikaku
@pref.shizuoka.lg.jp）または直接窓口まで氏名、
電話番号、参加時間などを伝えて申込（申込順）
中学部・高等部の生徒が作った焼き物やクラフトか
ご、布製品、木製品、野菜などを販売します。
　直接来校し当日受付

講師は東京女子医科大学看護学部准教授見城道子
さん。高齢者の見守り活動の基本と見守りのポイン
トなどを紹介します。
　2/14（火）までに電話、FAXまたはEメールにて
氏名、住所、電話番号を明記して申込（申込順）

講師はマックスバリュ東海（株）滝野泉さん。旬の食
材のおいしい食べ方や選び方などを学びます。
　電話またはFAX、Eメール（tokuiku@city.kakegawa.
shizuoka.jp）で氏名、住所、電話番号、「食育講演
会」参加希望と明記し申込（申込順）

電源の入れ方や切り方、マウス・キーボードの操作を
学びます。パソコンは大東北公民館で用意します。　
　電話、来館にて申込（申込多数のときは抽選・月
曜休館）

成年後見制度のほか遺産分割や遺言・相続などみな
さんの身の回りの困りごとにお答えします。
　2/13（月）までに申込用紙（市高齢者支援課、各ふくし
あ窓口で配布。または市ホームページからダウンロード）
に氏名、住所、電話番号、相談内容を記入し、直接または
郵送（〒436-8650長谷1-1-1）、FAX、Eメール（kourei-sien@
city.kakegawa.shizuoka.jp）で申込（申込順）

都道府県対抗トランポリン競技選手権で実際に使
用されるトランポリンを体験できます。
持ち物　運動する服装、靴下
　直接会場へ

はじめてのパソコン講座
　　IT政策課
（☎21-1341）

創業支援セミナー
　　産業労政課
（☎21-1125）

市民相談会
　　高齢者支援課
（☎21-1142・FAX21-1163）

プラネタリウム無料上映会
　　県総合教育センター
総務企画課総務班
（☎24-9700・FAX24-9707）

食育講演会「無駄なく
おいしく　健康的な食生活を」
　　保健予防課
（☎23-8111・FAX23-9555）

高齢者見守りサポーター
養成講座
　　高齢者支援課
（☎21-1142・FAX21-1163）
kourei-sien@city.kakegawa.shizuoka.jp

はじめてのパソコン講座
　　大東北公民館
（☎74-2200）

トランポリン市民体験会
　社会教育課
（☎21-1159）

袋特市
　県立袋井特別支援学校
（☎0538-43-6611）

①2/25（土）9：00～16：00
②2/26（日）9：00～14：30
大須賀中央公民館（西大渕）

2/27（月）12：30～13：00
市役所1階ロビー

3/1（水）～10（金）全7回
日建学院掛川校（下垂木）

3/5（日）10：00～11：30
大須賀老人福祉センター
（西大渕）

3/5（日）
14：00開演（13：30開場）
大須賀中央公民館（西大渕）

3/8（水）10：30～12：00
竹の丸（掛川）

3/9（木）14：00～16：00
（受付13：30～）
袋井市総合センター
（袋井市）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

どなたでも
入場無料

どなたでも
入場無料

県内在住で、
ハローワークに
求職登録中の
55歳以上の方
受講無料

どなたでも
参加料100円
（保険料など）

どなたでも　
入場無料

一般100人
受講無料

①幼児・小中学生将棋対戦交流会など
②ステージ発表、試食など
講座や教室、趣味など幅広い活動の成果を作品展
示やステージ発表で披露します。
　直接会場へ
演奏者は、藤田麻貴子さん（ピアノ）と名倉主さん
（ヴァイオリン）。お昼のひとときを心地よいピアノ
の音色とともに過ごしましょう。
　直接会場へ

Word、Excelのビジネスで必須な基本操作を学び
ます。全日程の受講が必須。申し込み後、2/17（金）
の選考会で受講者を決定します。
　日程、申し込み方法などはお問い合わせください。

体のゆがみを整える体操を、スポーツ推進委員が指
導します。
　電話で申込

和菓子練り切り作りを体験し、掛川茶のおいしいい
れ方を学びます。
　2/10（金）～電話で申込（申込順）

県ひきこもり支援センターの運営状況の報告と久
留米大学文学部社会福祉学科門田光司教授がソー
シャルワークの観点から話します。
　2/16（木）までに電話、FAXまたはEメール
（mental@pref.shizuoka.lg.jp）にて参加会場、
氏名、電話番号、住所（市町）を伝えて申込（申込順）

小学生が1年間の練習成果を発表します。
　直接会場へ

フェスタおおすか
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

第61回お昼のピアノ
ミニコンサート
　文化会館シオーネ
（☎72-1234）

いきわくジュニアブラス
バンドクラブ「修了演奏会」
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

シルバー技能講習会
※厚生労働省委託事業
　静岡労働局
（☎054-271-9972）
　　日建学院浜松校
（☎053-546-1077）

練り切り作りと掛川茶の
いれ方を学ぼう!!
　　竹の丸
（☎22-2112）
講演会「ひきこもりの理解と
支援～家族・関係機関・地域の
協働でできること～」
　　県精神保健福祉センター
（☎054-286-9245・
FAX054-286-9249）

健康な体の作り方講座
　　社会教育課
（☎21-1159）

ふくしあ健康相談（3月）

●東部ふくしあ（☎61-2900）
　3/15（水）10：00～11：30
●たまり～な出張相談
　（問東部ふくしあ ☎61-2900）
　3/1（水）10：00～12：00
●中部ふくしあ（☎28-9713)
　3/8（水）9：30～11：30
●西部ふくしあ（☎29-5977）
　3/7（火）9：30～11：30
●大東ふくしあ（☎72-1116）
　3/1（水）9：30～11：30
●大東温泉シートピア
　（問大東ふくしあ ☎72-1116）
　3/22（水）14：00～15：30
●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　3/2（木）9：30～11：30
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内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料
2/4（土）～12（日）
9：00～17：00（入館16：30）
掛川城御殿（掛川）

2/17（金）12：00～2/23（木）
17：00（月曜休館）
中央図書館（掛川）
2/17（金）～19（日）
9：00～16：00（最終日～15：00）
大東図書館（大坂）

2/19（日）9：00～11：30
三の丸広場（掛川）集合出発

いこいの広場、エコパ、
大東北運動場、横須賀城跡
公園など

2/18（土）～3/6（月）
9：00～17：00（入館16：30）
掛川城御殿（掛川）

2/12（日）9：30～13：30
大東北公民館（下土方）集合

高校生が花で飾った掛川城御殿をお楽しみ
ください。
　直接会場へ

葛布、タペストリー、明かりなどの作品展示
　直接会場へ

三井山砦から富士山を眺めよう。
持ち物　歩きやすい服装、飲み物
　電話で申し込み
日本刺繍の作品を展示します。（富嶽三十六
景など約100点）、体験もあり（申込不要）
　直接会場へ

ユニークな形と色彩が特徴の「横須賀凧」
を掛川城御殿に飾ります。
　直接会場へ
ねずみ山（富士山を眺望）、十九首（平将
門、井伊直親ゆかりの地）。雨天中止
　直接会場へ
　2/20（月）までに各支部へ申込
掛川支部・平尾（☎090-4855-2528）
大東支部・坂瓜（☎090-4025-2997）
大須賀支部・神谷（☎090-6807-7831）

どなたでも
入館料一般410円、
小中学生150円

どなたでも
参加無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
入場無料

歩きに自信の
ある方
参加無料
掛川協会費
500円/年
日本協会費
800円/年

どなたでも
入館料一般410円、
小中学生150円

高校生の華展
　NPO法人スローライフ掛川
（☎090-5109-0546）

日本刺繍「まゆの会」
富嶽三十六景展
　末吉（☎090-3559-7831）
葛（くず）のある暮らし展
　達人に学び伝える会・　
山中（☎23-3207）
横須賀凧展
　掛川城公園管理事務所
（☎22-1146）
富士山の日のウォーク
　掛川観光ボランティアの会・
安藤（☎72-5637）

掛川市グラウンドゴルフ協会
平成29年度新規会員募集
　平尾（☎090-4855-2528）

三井山砦ウォーキング
　高天神城観光ボランティアの会・
大石（☎24-2435） ●【特別展】遺伝と遺伝子

　～遺伝子から見た生命の進化と人の病気～
　終了間近！（2/12（日）まで）
遺伝子DNAは生命の設計図です。現

代では遺伝子検査が身近になり、がんや
遺伝病の診断に利用されます。
パネルでは実例を紹介し、人DNAの

実物や化石なども展示します。「遺伝と
遺伝子」を理解して、健康管理に役立て
ましょう。

●【健康セミナー】
　「感染症にかからないために」
　2/25（土）13：30～15：00
　ウイルスや細菌などによる感染症は、ど
のような状況で起きやすいのか、日常、問
題となる必要なことをお話しします。

講師　東京女子医科大学感染症科教授
　　　菊池賢さん
ところ　東京女子医大大東キャンパス（下土方）
対象　一般100人
受講料　300円
※電話・FAX（講座名・氏名・住所・電話番
号を明記）で申込（申込順）

吉岡彌生記念館（☎74-5566・FAX74-4841）
入館料/中学生以下無料、高校生以上200円（300円）　※（　）内は特別展開催時※子育て優待カードで入館料割引
休館日/毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）

どなたでも
10人
参加料1,300円
（材料費含む）
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児童手当受給者に、平成28年10月
から平成29年1月分の児童手当を振
り込みます。手当は届出のあった金融
機関に振り込みますので、振り込み日
（2月14日（火））以降にお確かめくだ
さい。
手当額　1人につき

※高校卒業前（18歳になった後の最
初の3月31日まで）の子どものう
ち、年長者から第1子と数えます。

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。口座振替の方は口座残高を
ご確認ください。
市税の納め忘れはありませんか?

市税は納期内納付が原則です。納め
忘れのある場合は、早急に納付してく
ださい。
～納税は口座振替が便利です～

富士山の日に合わせ、2月17日
（金）～26日（日）までの10日間、伊豆
スカイラインの通行料金が全区間・全
車種上限200円となる料金割引を実
施します。河津桜の開花などで混雑が
予想される時期に、ぜひ一度ご利用く
ださい。
※詳しくはhttp：//www.siz-road.or.jp
　をご覧ください。

老齢基礎年金や障害年金・遺族年金
などの申請の相談をするときは予約
をすると、スタッフが事前に準備して、
スムーズな対応ができ、待ち時間も短
かくなります。
予約受付
　午前8時30分～午後4時（月～金曜日）
予約先　掛川年金事務所お客様相談
室、またはねんきんダイヤル

　（☎0570-05-1165）へ
※申し込みの際は基礎年金番号の分
かる年金手帳や年金証書を準備し
てください。

児童手当を振り込みます
　こども希望課（☎21-1144）

国民健康保険税第8期の
納期限は3月6日（月）です

　納税課（☎21-1206）

伊豆スカイライン
通行料金割引キャンペーン
　 静岡県道路公社道路部企画業務課

（☎054-254-3424）

言語や習慣を越えて友情を深め、
チャレンジ精神を養い、国際感覚を身
につける第一歩とします。
期間　3月26日（日）～4月1日（土）
ところ　鹿児島県大島郡与論町
説明会　2月18日（土）　静岡労政会
館（静岡市）　参加自由・無料
対象および定員　小学2～6年生
　日本人小学生200人
　在日外国人小学生100人
申込締切　3月6日（月）
参加費　140,000円（静岡空港発）
旅行企画実施：中西興産（株）ISAトラベル
※まずはお問い合わせください。

対象と考えられる方へ2月上旬に
「申請書」を送付します。必要事項を
記入し提出（郵送可）してください。
書類審査や振込先口座の確認などの
後、給付金を振り込みます。
支給対象者　平成28年1月1日時点
で掛川市に住民登録があり、平成
28年度分の住民税が課税されてい
ない方

※住民税が課税されている方の被扶
養者、生活保護の受給者などは対
象外です。
支給額　支給対象者1人につき
　15,000円
受付期間　2月1日（水）～5月31日（水）
※郵送の場合、5月31日消印有効
受付会場　市役所3階会議室
　（平日の午前8時30分～午後5時15分）

火災警報器作動せず　過去5年で600件余【全国調査/消防庁】
市内では、昨年1月から12月までの間で、46件（一昨年から12件増加）の火災が発生しました。出火原因の上位は、た

き火8件、放火・放火の疑い5件、たばこと火遊びがそれぞれ2件となっています。
火災種別で見ると、建物火災が20件、枯れ草などが燃える「その他火災」が15件、車両火災が11件で上位を占めまし

た。総出火件数の増加に加え、3人の尊い命が失われ、さらに2人が負傷しています。
消防本部では、住宅火災の犠牲者を出さないため、より一層火災警報器の設置促進・適切な維持管理、屋外での焼却

行為対策、放火されない環境づくりなど、命を守る取り組みと火災予防の普及啓発に努めています。

◆警報器の適切な維持管理
　警報器に「ほこり」が入ったり、電池切れや電子部品が劣化したりすることなどによる不作動を防止するため、定期的
（半年に一度など）に作動確認をしましょう。ボタンを押したり、ひもを引いたりして、音を鳴らしてみましょう。

◆放火されない環境づくり
　建物周囲の整理・整頓、燃えやすい物を置かない、普段人がいない場所には施錠をするなど。

経済対策臨時福祉給付金の
手続きが始まります

　　 福祉課臨時福祉給付金窓口
（☎21-1217）ヨロンアドベンチャースクール

参加者募集
　　 （公財）国際青少年研修協会

（☎03-6417-9721）

3/11（土）10：00～12：00
中東遠総合医療センター
（菖蒲ヶ池）

①3/11（土）9：30～16：30
　中央図書館（掛川）
②3/26（日）9：30～16：30
　大須賀図書館（西大渕）

3/18（土）9：30～11：00
大須賀中央公民館（西大渕）

3/18（土）10：00～12：00
中東遠総合医療センター
（菖蒲ヶ池）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

どなたでも
受講無料

どなたでも
受講無料

どなたでも
各日4人
相談無料

幼児・小学生
低学年の親子
15組
受講無料

「前立腺がんに立ち向かう最新鋭の手術支援ロボッ
ト（ダヴィンチ）について」講師：三宅秀明先生（浜松
医科大学 泌尿器科学講座 准教授）※ダヴィンチ実
機を展示予定。
　直接会場へ

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申込（申込順）

ゲームを交えながらお金の使い方などを学びます。
持ち物　飲み物　筆記用具
　2/4（土）～3/8（水）に電話、FAXまたは来館で
申込（申込順・月曜休館）
①「あなたのめまいはどんなめまい?～内耳性めま
いを中心に～」講師：泉智沙子医師（耳鼻いんこ
う科部長）

②「乳がんについて」講師：松葉秀基医師（外科部長）
　直接会場へ

特別医療講演会
　中東遠総合医療センター
経営戦略室（☎21-5555）

医療市民講座
　中東遠総合医療センター
経営戦略室（☎21-5555）

ビジネスチャンス相談
　　産業労政課
（☎21-1125）

親子で学ぶお金の話
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012・FAX48-2024）

園芸講習会
（掛川盆栽山草会）
　浅井（☎23-0039）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

2/23（木）、3/2（木）・7（火）
1～2歳児　10：00～
2～3歳児　11：00～　
生涯学習センター（御所原）

2/22（水）、3/15（水）
各9：30～11：30
たまり～な（満水）
※両方またはどちらかの受講可

3/2（木）・30（木）
10：00～11：00
城北地域生涯学習センター（城北）
3/3（金）～5（日）
10：00～15：00
竹の丸（掛川）

3/4（土）13：30～
（13：00開場）
生涯学習センター（御所原）

①3/ 5（日）6：30～7：00受付
②3/19（日）6：30～7：00受付

3/12（日）10：00～15：00
雨天中止
たまり～な（満水）

3/17（金）13：30～15：30
磐田市立総合病院（磐田市）

3/18（土）
13：30～15：30（13：00開場）
美感ホール（亀の甲）
3/25（土）
13：30～16：00
生涯学習センター（御所原）

リトミック、知育、制作、音楽リズム遊びなど
4月以降の体験（活動費要）説明会
　電話で申込（申込順）

親子体験無料レッスン
ピアノの生演奏で音楽リトミック
　電話で申込
古布を利用した裂き織りで作ったバッグ、タ
ペストリーなどの展示
　直接会場へ
詳細は、ホームページhttp：//www.geocities.
co.jp/MusicHall-Horn/9001/）をご覧く
ださい。
　生涯学習センター窓口でチケット販売

会場は①いいとこ広場（大和田）②ならここ
キャンプ場付近（居尻）です。賞品あり
　直接会場へ　

フリーマーケット（出店者も募集中 2/20（月）
締切）
野菜、手づくり品、ワークショップなど
　直接会場へ

患者・家族の交流や情報交換、医療者による
ミニレクチャー
　直接会場へ

こどもミュージカル
「吉岡彌生ひとすじの道を歩む」
　直接会場へ
四季折々の盆栽づくり（大物・小物）
山野草（寄せ植え・こけ玉など）
　電話で申込

バランスボールエクササイズ、シェアリング
（大人同士の話をする時間）、セルフケアな
ど。生後210日までの赤ちゃんは一緒に参加
可。それ以上は託児（1人につき1回500円。
定員10人）
　電話で申込（申込順）

1～3歳児（入園前）
と保護者
各15組
参加無料

産後2か月以降
の方。
各15名
参加無料

歩行可能な
1～3歳児まで
参加無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
500円（小学生
以下無料）

3,000円、女性
1,500円、中学生
以下1,000円

どなたでも
入場無料

がん患者や家族
参加無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
材料費500円

平成29年度子育て応援
「ピヨピヨクラブ」参加者募集
　高垣（☎26-0406）

虹の音リトミック
　佐藤（☎090-7959-3553）

掛川吹奏楽団
第11回定期演奏会
　内田（☎090-2577-4225）

原野谷川釣り大会
①ニジマス釣り②アマゴ釣り
　原野谷川非出資漁業協同組合
（☎090-3489-6396）
第2回たまり～なマーケット開催
　西山口地区まちづくり協議会
（月・水・金13：00～15：00）
（☎24-6921）
がんサロン「なごみ」
　磐田市立総合病院
がん相談支援センター
（☎0538-38-5000）
「たんぽぽコンサート」
　掛川少年少女合唱団・白石
　（☎23-0932）

掛川市子育て協働モデル事業
「産後ケア教室」
　西山口地区福祉協議会・
瀬川（☎090-6273-2783）

刻をつむぐ裂き織り展
　大村（☎22-9739）

とき

空気が乾燥　出火危険の高まる時節!～住宅火災の犠牲者を無くすために積極的な取り組みを～

3月1日（水）～7日（火）　春の火災予防運動 問消防本部予防課（☎21-6104）

0歳～3歳未満 15,000円/月
3歳～小学校修了前
（第1子、第2子） 10,000円/月

3歳～小学校修了前
（第3子以降） 15,000円/月

中学生 10,000円/月

所得制限額以上 5,000円/月

年金相談は事前予約が便利です
　　日本年金機構掛川年金事務所

（☎21-5521）
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児童手当受給者に、平成28年10月
から平成29年1月分の児童手当を振
り込みます。手当は届出のあった金融
機関に振り込みますので、振り込み日
（2月14日（火））以降にお確かめくだ
さい。
手当額　1人につき

※高校卒業前（18歳になった後の最
初の3月31日まで）の子どものう
ち、年長者から第1子と数えます。

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。口座振替の方は口座残高を
ご確認ください。
市税の納め忘れはありませんか?

市税は納期内納付が原則です。納め
忘れのある場合は、早急に納付してく
ださい。
～納税は口座振替が便利です～

富士山の日に合わせ、2月17日
（金）～26日（日）までの10日間、伊豆
スカイラインの通行料金が全区間・全
車種上限200円となる料金割引を実
施します。河津桜の開花などで混雑が
予想される時期に、ぜひ一度ご利用く
ださい。
※詳しくはhttp：//www.siz-road.or.jp
　をご覧ください。

老齢基礎年金や障害年金・遺族年金
などの申請の相談をするときは予約
をすると、スタッフが事前に準備して、
スムーズな対応ができ、待ち時間も短
かくなります。
予約受付
　午前8時30分～午後4時（月～金曜日）
予約先　掛川年金事務所お客様相談
室、またはねんきんダイヤル

　（☎0570-05-1165）へ
※申し込みの際は基礎年金番号の分
かる年金手帳や年金証書を準備し
てください。

児童手当を振り込みます
　こども希望課（☎21-1144）

国民健康保険税第8期の
納期限は3月6日（月）です

　納税課（☎21-1206）

伊豆スカイライン
通行料金割引キャンペーン
　 静岡県道路公社道路部企画業務課

（☎054-254-3424）

言語や習慣を越えて友情を深め、
チャレンジ精神を養い、国際感覚を身
につける第一歩とします。
期間　3月26日（日）～4月1日（土）
ところ　鹿児島県大島郡与論町
説明会　2月18日（土）　静岡労政会
館（静岡市）　参加自由・無料
対象および定員　小学2～6年生
　日本人小学生200人
　在日外国人小学生100人
申込締切　3月6日（月）
参加費　140,000円（静岡空港発）
旅行企画実施：中西興産（株）ISAトラベル
※まずはお問い合わせください。

対象と考えられる方へ2月上旬に
「申請書」を送付します。必要事項を
記入し提出（郵送可）してください。
書類審査や振込先口座の確認などの
後、給付金を振り込みます。
支給対象者　平成28年1月1日時点
で掛川市に住民登録があり、平成
28年度分の住民税が課税されてい
ない方

※住民税が課税されている方の被扶
養者、生活保護の受給者などは対
象外です。
支給額　支給対象者1人につき
　15,000円
受付期間　2月1日（水）～5月31日（水）
※郵送の場合、5月31日消印有効
受付会場　市役所3階会議室
　（平日の午前8時30分～午後5時15分）

火災警報器作動せず　過去5年で600件余【全国調査/消防庁】
市内では、昨年1月から12月までの間で、46件（一昨年から12件増加）の火災が発生しました。出火原因の上位は、た

き火8件、放火・放火の疑い5件、たばこと火遊びがそれぞれ2件となっています。
火災種別で見ると、建物火災が20件、枯れ草などが燃える「その他火災」が15件、車両火災が11件で上位を占めまし

た。総出火件数の増加に加え、3人の尊い命が失われ、さらに2人が負傷しています。
消防本部では、住宅火災の犠牲者を出さないため、より一層火災警報器の設置促進・適切な維持管理、屋外での焼却

行為対策、放火されない環境づくりなど、命を守る取り組みと火災予防の普及啓発に努めています。

◆警報器の適切な維持管理
　警報器に「ほこり」が入ったり、電池切れや電子部品が劣化したりすることなどによる不作動を防止するため、定期的
（半年に一度など）に作動確認をしましょう。ボタンを押したり、ひもを引いたりして、音を鳴らしてみましょう。

◆放火されない環境づくり
　建物周囲の整理・整頓、燃えやすい物を置かない、普段人がいない場所には施錠をするなど。

経済対策臨時福祉給付金の
手続きが始まります

　　 福祉課臨時福祉給付金窓口
（☎21-1217）ヨロンアドベンチャースクール

参加者募集
　　 （公財）国際青少年研修協会

（☎03-6417-9721）

3/11（土）10：00～12：00
中東遠総合医療センター
（菖蒲ヶ池）

①3/11（土）9：30～16：30
　中央図書館（掛川）
②3/26（日）9：30～16：30
　大須賀図書館（西大渕）

3/18（土）9：30～11：00
大須賀中央公民館（西大渕）

3/18（土）10：00～12：00
中東遠総合医療センター
（菖蒲ヶ池）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

どなたでも
受講無料

どなたでも
受講無料

どなたでも
各日4人
相談無料

幼児・小学生
低学年の親子
15組
受講無料

「前立腺がんに立ち向かう最新鋭の手術支援ロボッ
ト（ダヴィンチ）について」講師：三宅秀明先生（浜松
医科大学 泌尿器科学講座 准教授）※ダヴィンチ実
機を展示予定。
　直接会場へ

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申込（申込順）

ゲームを交えながらお金の使い方などを学びます。
持ち物　飲み物　筆記用具
　2/4（土）～3/8（水）に電話、FAXまたは来館で
申込（申込順・月曜休館）
①「あなたのめまいはどんなめまい?～内耳性めま
いを中心に～」講師：泉智沙子医師（耳鼻いんこ
う科部長）

②「乳がんについて」講師：松葉秀基医師（外科部長）
　直接会場へ

特別医療講演会
　中東遠総合医療センター
経営戦略室（☎21-5555）

医療市民講座
　中東遠総合医療センター
経営戦略室（☎21-5555）

ビジネスチャンス相談
　　産業労政課
（☎21-1125）

親子で学ぶお金の話
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012・FAX48-2024）

園芸講習会
（掛川盆栽山草会）
　浅井（☎23-0039）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

2/23（木）、3/2（木）・7（火）
1～2歳児　10：00～
2～3歳児　11：00～　
生涯学習センター（御所原）

2/22（水）、3/15（水）
各9：30～11：30
たまり～な（満水）
※両方またはどちらかの受講可

3/2（木）・30（木）
10：00～11：00
城北地域生涯学習センター（城北）
3/3（金）～5（日）
10：00～15：00
竹の丸（掛川）

3/4（土）13：30～
（13：00開場）
生涯学習センター（御所原）

①3/ 5（日）6：30～7：00受付
②3/19（日）6：30～7：00受付

3/12（日）10：00～15：00
雨天中止
たまり～な（満水）

3/17（金）13：30～15：30
磐田市立総合病院（磐田市）

3/18（土）
13：30～15：30（13：00開場）
美感ホール（亀の甲）
3/25（土）
13：30～16：00
生涯学習センター（御所原）

リトミック、知育、制作、音楽リズム遊びなど
4月以降の体験（活動費要）説明会
　電話で申込（申込順）

親子体験無料レッスン
ピアノの生演奏で音楽リトミック
　電話で申込
古布を利用した裂き織りで作ったバッグ、タ
ペストリーなどの展示
　直接会場へ
詳細は、ホームページhttp：//www.geocities.
co.jp/MusicHall-Horn/9001/）をご覧く
ださい。
　生涯学習センター窓口でチケット販売

会場は①いいとこ広場（大和田）②ならここ
キャンプ場付近（居尻）です。賞品あり
　直接会場へ　

フリーマーケット（出店者も募集中 2/20（月）
締切）
野菜、手づくり品、ワークショップなど
　直接会場へ

患者・家族の交流や情報交換、医療者による
ミニレクチャー
　直接会場へ

こどもミュージカル
「吉岡彌生ひとすじの道を歩む」
　直接会場へ
四季折々の盆栽づくり（大物・小物）
山野草（寄せ植え・こけ玉など）
　電話で申込

バランスボールエクササイズ、シェアリング
（大人同士の話をする時間）、セルフケアな
ど。生後210日までの赤ちゃんは一緒に参加
可。それ以上は託児（1人につき1回500円。
定員10人）
　電話で申込（申込順）

1～3歳児（入園前）
と保護者
各15組
参加無料

産後2か月以降
の方。
各15名
参加無料

歩行可能な
1～3歳児まで
参加無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
500円（小学生
以下無料）

3,000円、女性
1,500円、中学生
以下1,000円

どなたでも
入場無料

がん患者や家族
参加無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
材料費500円

平成29年度子育て応援
「ピヨピヨクラブ」参加者募集
　高垣（☎26-0406）

虹の音リトミック
　佐藤（☎090-7959-3553）

掛川吹奏楽団
第11回定期演奏会
　内田（☎090-2577-4225）

原野谷川釣り大会
①ニジマス釣り②アマゴ釣り
　原野谷川非出資漁業協同組合
（☎090-3489-6396）
第2回たまり～なマーケット開催
　西山口地区まちづくり協議会
（月・水・金13：00～15：00）
（☎24-6921）
がんサロン「なごみ」
　磐田市立総合病院
がん相談支援センター
（☎0538-38-5000）
「たんぽぽコンサート」
　掛川少年少女合唱団・白石
　（☎23-0932）

掛川市子育て協働モデル事業
「産後ケア教室」
　西山口地区福祉協議会・
瀬川（☎090-6273-2783）

刻をつむぐ裂き織り展
　大村（☎22-9739）

とき

空気が乾燥　出火危険の高まる時節!～住宅火災の犠牲者を無くすために積極的な取り組みを～

3月1日（水）～7日（火）　春の火災予防運動 問消防本部予防課（☎21-6104）

0歳～3歳未満 15,000円/月
3歳～小学校修了前
（第1子、第2子） 10,000円/月

3歳～小学校修了前
（第3子以降） 15,000円/月

中学生 10,000円/月

所得制限額以上 5,000円/月

年金相談は事前予約が便利です
　　日本年金機構掛川年金事務所

（☎21-5521）
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第12回掛川・新茶マラソン
エントリー募集中!!

　　 掛川・新茶マラソン大会事務局
（☎24-6664・9781）

男女共同参画推進委員募集
　　   生涯学習協働推進課（☎21-1129）
kyodo@city.kakegawa.shizuoka.jp

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）

シンワ設備（株） （☎24-3322）
（有）静管興業 （☎72-4705）
（有）土屋設備 （☎48-2093）
綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）
（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）
（有）大城配管 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）

2/ 4 （土）
 5 （日）
 11 （土・祝）
 12 （日）
 18 （土）
 19 （日）
 25 （土）
 26 （日）
3/ 4 （土）
 5 （日）

2/ 4 （土）
 5 （日）
 11 （土・祝）
 12 （日）
 18 （土）
 19 （日）
 25 （土）
 26 （日）
3/ 4 （土）
 5 （日）
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平成29年1月13日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 232 6,796,180
 法人 354 175,147,450
 団体 193 10,623,999
 合計 779 192,567,629

地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
企画政策課（☎21-1127）

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

　

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道部（☎27-0711）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 2/4～3/5

募集作品　絵画（油絵・水彩画・版画
など）、書、写真、手工芸など
応募資格　県内の勤労者
応募期間　2月20日（月）～3月10日（金）
展示会場　グランシップ（静岡市駿河区）
　※詳しくはお問い合わせください。

募集区画　15区画
永代使用料　30万円
　（別途清掃料2,590円/年）
抽選日　2月20日（月）
　受付時間  午後1時～1時30分
抽選場所　市役所4階会議室ABC
申込期間　2月6日（月）～15日（水）
申込資格　次の①～⑥の条件を全て
満たす方

①市内に住所を有する方
②祖先の祭事を主宰すべき方
③墓所の管理を確実に行うことがで
きる方

④富士見台霊園にお墓を有していない方
⑤現に配偶者または直系3親等以内
の焼骨を有する方

⑥1年以内に焼骨の埋蔵または碑石
の設置をする見込みがある方
必要書類　掛川市富士見台霊園募集
申込書、申請者の免許証コピー、死
亡者との関係が分かる戸籍謄本お
よび家系図、火葬許可証の写し、収
蔵証明書または埋蔵証明書

※申込方法など詳しくは、市ホーム
ページをご覧いただくか直接お問
い合わせください。

第67回静岡県勤労者総合
美術展出品作品募集

　　（一社）静岡県労働者福祉協議会
（☎054-221-6241）

市ホームページを活用し、広告事業
を行っています。
現在掲載している広告は、3月31日

をもって掲載を終了します。
掲載開始月　平成29年4月
掲載期間　1月単位で最長平成30年
3月31日まで
掲載料　①トップページ：月額
　10,000円/枠（12枠）
　②掛川お店情報：月額2,000円/枠
掲載順序　掲載枠の上位から先着順
で掲載。トップページは、閲覧者が
表示するたびに、ランダムに順番を
入れ替えて表示
規格（アニメーション不可）
　①②ともに縦44×横186ピクセル
　GIF、JPEG形式、最大4KBまで
※②のみ縦173×横186ピクセルの
　写真と40文字以内の紹介文
掲載できない広告
　①法令などに違反するもの、公の秩
序または善良の風俗に反するもの

　②青少年保護および健全育成の観
点から適切でないもの

　③政治活動や宗教活動、意見広告
となるもの

　④そのほか掲載することが適当で
ないと判断するもの
応募方法　2月13日（月）午後5時まで
に申込書を市役所地下IT政策課へ
直接提出、または郵送（〒436-8650 
長谷1-1-1）で申し込み

※申し込み期間後も空枠については
随時受け付けます。掲載基準など
詳しくは、市ホームページをご覧く
ださい。

掛川市公式ホームページ
広告主募集

　　  IT政策課（☎21-1341）

広報かけがわへ掲載する有料広告
の広告主を募集します。会社やお店の
PRにご検討ください。
募集号・枠　平成29年5月～平成30
年4月号　各号1枠　
発行部数　約41,000部/月
掲載位置・規格　裏表紙 縦297mm×
　横197mm、4色（CMYK）
掲載料　172,800円/枠
申込方法　2月28日（火）正午まで
に、予約申込書に必要書類を添え
て、市役所5階企画政策課広報広聴
係へ直接、郵送（〒436-8650長谷
1-1-1）、またはFAXで申し込み

※申し込み状況に応じて、掲載月などを
調整させていただくことがあります。

※広告原稿は広告主の責任・負担で作
成。掲載には審査、条件などがあり
ます。

※詳しくは、市ホームページをご覧く
ださい。

広報かけがわ有料広告
広告主募集
　　 企画政策課

（☎21-1128・FAX21-1167）

富士見台霊園墓所
使用者募集

　　  環境政策課（☎21-1145）

今年も掛川市の一大イベント、「掛川・新茶マラソン」
を開催します。
前回に引き続き、大会アンバサダーに谷川真理さん、

ゲストに安田大サーカス団長安田さんを迎え、大会をさ
らに盛り上げていただきます。
新茶の香る春の掛川路を気持ちよく駆け抜けましょう。
エントリーは　2月27日（月）までです。みなさんの

参加をお待ちしています。
と　き 4月9日（日）　雨天決行
種　目 フルマラソン、10キロ、5キロ、3.5キロ
 ファミリー（3.5キロ）、1キロファンラン
ところ スタート・ゴール　「つま恋」
コース つま恋園内および掛川市内

図書館資料の充実を図るため、雑
誌スポンサーを募集しています。雑誌
を一定期間購入して提供いただくと、
閲覧用カバーにスポンサー名と広告
を掲載できます。
対象雑誌　図書館作成の「提供希望
雑誌一覧」から選定
広告の内容　図書館の公共性などを
損なう恐れのないもの
対象　企業、商店、団体
※業務・活動内容に関する審査あり
提供期間　原則1年以上
応募方法　所定の申込書、掲載希望
の広告（案）を中央・大東・大須賀図
書館のいずれかに提出

　4月9日（日）にならここの里で開催される桜まつりでのフリーマーケット出店者
を募集します。
募集区画　95区画（1区画4m×5.5m）　出店料2,000円/区画
応募方法　2月20日（月）～27日（月）（21日（火）は定休日）に直接申し込みまた
はハガキへ住所、氏名、年齢、電話番号、主な出品物、希望区画数、火気使用の
場合は使用する物を明記し郵送（〒436-0332居尻179）で応募（応募順）

市立図書館
雑誌スポンサー募集

　　  中央図書館（☎24-5921）

ニューヨーク市にある国連国際学校
で日本語を学ぶ中学生（国籍はさまざ
ま）が2泊3日で来訪します。英語はカ
タコトで十分です。家庭で国際交流し
ませんか?
日程　3月26日（日）午前中掛川着
　　　　受け入れ家族と過ごす
　　　27日（月）職員とともに市内観
　　　光など。夜はホストファミリー

　　　　との交流会
　　　28日（火）掛川発
対象　14家庭
応募方法　2月23日（木）までに電話
またはEメールで応募（応募順）

※詳しくはお問い合わせください。

国連国際学校中学生
ホストファミリー募集

　　 NPO法人掛川国際交流センター
（☎24-5595）9：00～16：00
kic@kakegawa-life.com

男女共同参画推進事業として、各種
講座の開催や地域への出前講座など
を企画・実施します。
対象　市内在住で満20歳以上の方
募集人員　7人以内（任期1年）
応募方法　2月24日（金）までに応募
用紙（市役所1階総合案内、3階生
涯学習協働推進課、大東・大須賀支
所地域支援係で受け取り）へ必要
事項を記入し、下記のテーマに関す
る論文を作成のうえ、直接提出、郵
送（〒436-8650長谷1-1-1）または
Eメールで応募

※応募用紙の郵送を希望する方はご
連絡ください。応募書類は返却しま
せん。選考以外の目的には使用しま
せん。

テーマ　「これからの男女共同参画」

ならここの里フリーマーケット出店者募集
　　  ならここの里（☎25-2055）

エントリー方法・詳細は大会オフィシャルホームページをご確認ください。 新茶マラソン 検索
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第12回掛川・新茶マラソン
エントリー募集中!!

　　 掛川・新茶マラソン大会事務局
（☎24-6664・9781）

男女共同参画推進委員募集
　　   生涯学習協働推進課（☎21-1129）
kyodo@city.kakegawa.shizuoka.jp

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）

シンワ設備（株） （☎24-3322）
（有）静管興業 （☎72-4705）
（有）土屋設備 （☎48-2093）
綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）
（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）
（有）大城配管 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）

2/ 4 （土）
 5 （日）
 11 （土・祝）
 12 （日）
 18 （土）
 19 （日）
 25 （土）
 26 （日）
3/ 4 （土）
 5 （日）

2/ 4 （土）
 5 （日）
 11 （土・祝）
 12 （日）
 18 （土）
 19 （日）
 25 （土）
 26 （日）
3/ 4 （土）
 5 （日）

★
事
業
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平成29年1月13日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 232 6,796,180
 法人 354 175,147,450
 団体 193 10,623,999
 合計 779 192,567,629

地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
企画政策課（☎21-1127）

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

　

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道部（☎27-0711）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 2/4～3/5

募集作品　絵画（油絵・水彩画・版画
など）、書、写真、手工芸など
応募資格　県内の勤労者
応募期間　2月20日（月）～3月10日（金）
展示会場　グランシップ（静岡市駿河区）
　※詳しくはお問い合わせください。

募集区画　15区画
永代使用料　30万円
　（別途清掃料2,590円/年）
抽選日　2月20日（月）
　受付時間  午後1時～1時30分
抽選場所　市役所4階会議室ABC
申込期間　2月6日（月）～15日（水）
申込資格　次の①～⑥の条件を全て
満たす方

①市内に住所を有する方
②祖先の祭事を主宰すべき方
③墓所の管理を確実に行うことがで
きる方

④富士見台霊園にお墓を有していない方
⑤現に配偶者または直系3親等以内
の焼骨を有する方

⑥1年以内に焼骨の埋蔵または碑石
の設置をする見込みがある方
必要書類　掛川市富士見台霊園募集
申込書、申請者の免許証コピー、死
亡者との関係が分かる戸籍謄本お
よび家系図、火葬許可証の写し、収
蔵証明書または埋蔵証明書

※申込方法など詳しくは、市ホーム
ページをご覧いただくか直接お問
い合わせください。

第67回静岡県勤労者総合
美術展出品作品募集

　　（一社）静岡県労働者福祉協議会
（☎054-221-6241）

市ホームページを活用し、広告事業
を行っています。
現在掲載している広告は、3月31日

をもって掲載を終了します。
掲載開始月　平成29年4月
掲載期間　1月単位で最長平成30年
3月31日まで
掲載料　①トップページ：月額
　10,000円/枠（12枠）
　②掛川お店情報：月額2,000円/枠
掲載順序　掲載枠の上位から先着順
で掲載。トップページは、閲覧者が
表示するたびに、ランダムに順番を
入れ替えて表示
規格（アニメーション不可）
　①②ともに縦44×横186ピクセル
　GIF、JPEG形式、最大4KBまで
※②のみ縦173×横186ピクセルの
　写真と40文字以内の紹介文
掲載できない広告
　①法令などに違反するもの、公の秩
序または善良の風俗に反するもの

　②青少年保護および健全育成の観
点から適切でないもの

　③政治活動や宗教活動、意見広告
となるもの

　④そのほか掲載することが適当で
ないと判断するもの
応募方法　2月13日（月）午後5時まで
に申込書を市役所地下IT政策課へ
直接提出、または郵送（〒436-8650 
長谷1-1-1）で申し込み

※申し込み期間後も空枠については
随時受け付けます。掲載基準など
詳しくは、市ホームページをご覧く
ださい。

掛川市公式ホームページ
広告主募集

　　  IT政策課（☎21-1341）

広報かけがわへ掲載する有料広告
の広告主を募集します。会社やお店の
PRにご検討ください。
募集号・枠　平成29年5月～平成30
年4月号　各号1枠　
発行部数　約41,000部/月
掲載位置・規格　裏表紙 縦297mm×
　横197mm、4色（CMYK）
掲載料　172,800円/枠
申込方法　2月28日（火）正午まで
に、予約申込書に必要書類を添え
て、市役所5階企画政策課広報広聴
係へ直接、郵送（〒436-8650長谷
1-1-1）、またはFAXで申し込み

※申し込み状況に応じて、掲載月などを
調整させていただくことがあります。

※広告原稿は広告主の責任・負担で作
成。掲載には審査、条件などがあり
ます。

※詳しくは、市ホームページをご覧く
ださい。

広報かけがわ有料広告
広告主募集
　　 企画政策課

（☎21-1128・FAX21-1167）

富士見台霊園墓所
使用者募集

　　  環境政策課（☎21-1145）

今年も掛川市の一大イベント、「掛川・新茶マラソン」
を開催します。
前回に引き続き、大会アンバサダーに谷川真理さん、

ゲストに安田大サーカス団長安田さんを迎え、大会をさ
らに盛り上げていただきます。
新茶の香る春の掛川路を気持ちよく駆け抜けましょう。
エントリーは　2月27日（月）までです。みなさんの

参加をお待ちしています。
と　き 4月9日（日）　雨天決行
種　目 フルマラソン、10キロ、5キロ、3.5キロ
 ファミリー（3.5キロ）、1キロファンラン
ところ スタート・ゴール　「つま恋」
コース つま恋園内および掛川市内

図書館資料の充実を図るため、雑
誌スポンサーを募集しています。雑誌
を一定期間購入して提供いただくと、
閲覧用カバーにスポンサー名と広告
を掲載できます。
対象雑誌　図書館作成の「提供希望
雑誌一覧」から選定
広告の内容　図書館の公共性などを
損なう恐れのないもの
対象　企業、商店、団体
※業務・活動内容に関する審査あり
提供期間　原則1年以上
応募方法　所定の申込書、掲載希望
の広告（案）を中央・大東・大須賀図
書館のいずれかに提出

　4月9日（日）にならここの里で開催される桜まつりでのフリーマーケット出店者
を募集します。
募集区画　95区画（1区画4m×5.5m）　出店料2,000円/区画
応募方法　2月20日（月）～27日（月）（21日（火）は定休日）に直接申し込みまた
はハガキへ住所、氏名、年齢、電話番号、主な出品物、希望区画数、火気使用の
場合は使用する物を明記し郵送（〒436-0332居尻179）で応募（応募順）

市立図書館
雑誌スポンサー募集

　　  中央図書館（☎24-5921）

ニューヨーク市にある国連国際学校
で日本語を学ぶ中学生（国籍はさまざ
ま）が2泊3日で来訪します。英語はカ
タコトで十分です。家庭で国際交流し
ませんか?
日程　3月26日（日）午前中掛川着
　　　　受け入れ家族と過ごす
　　　27日（月）職員とともに市内観
　　　光など。夜はホストファミリー

　　　　との交流会
　　　28日（火）掛川発
対象　14家庭
応募方法　2月23日（木）までに電話
またはEメールで応募（応募順）

※詳しくはお問い合わせください。

国連国際学校中学生
ホストファミリー募集

　　 NPO法人掛川国際交流センター
（☎24-5595）9：00～16：00
kic@kakegawa-life.com

男女共同参画推進事業として、各種
講座の開催や地域への出前講座など
を企画・実施します。
対象　市内在住で満20歳以上の方
募集人員　7人以内（任期1年）
応募方法　2月24日（金）までに応募
用紙（市役所1階総合案内、3階生
涯学習協働推進課、大東・大須賀支
所地域支援係で受け取り）へ必要
事項を記入し、下記のテーマに関す
る論文を作成のうえ、直接提出、郵
送（〒436-8650長谷1-1-1）または
Eメールで応募

※応募用紙の郵送を希望する方はご
連絡ください。応募書類は返却しま
せん。選考以外の目的には使用しま
せん。

テーマ　「これからの男女共同参画」

ならここの里フリーマーケット出店者募集
　　  ならここの里（☎25-2055）

エントリー方法・詳細は大会オフィシャルホームページをご確認ください。 新茶マラソン 検索
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広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。

1/8~9

▲初手を指す郷田王将（右）と久保九段▲入賞した茶業者と産地賞を奪還した掛川市（松井市長）

郷田真隆王将に久保利明九段が挑む第66期将
棋王将戦七番勝負の第1局が二の丸茶室で行わ
れ、久保九段が86手で1勝を上げました。掛川
での王将戦は8年連続、第1局開催は6年連続。
王将戦に合わせ、対局を解説する大盤解説
会や小学生が腕を競う「掛川こども王将戦」、
3歳児から親子で楽しめる「どうぶつしょうぎ
体験」なども市内で開催されました。

久保九段が郷田王将を制す
白熱した王将戦第1局1/13 全国茶品評会で上位独占

市内8茶業者が笑顔で報告

12/18

▲80万人目の坪井さん（右から2番目）と前後賞のみなさん

100㌔マラソンで世界1位!
掛川市出身  山内英昭選手12/22

▲松井市長（右）に2つのメダルを披露する山内さん

葛ヶ丘区出身の山内英昭さんが市役所を訪
れ、11月27日にスペインで行われた第29回
IAU100㌔世界選手権での個人優勝、団体2位入
賞を松井市長に報告しました。
平成26年の第9回掛川・新茶マラソンでも優
勝経験のある山内さん。今回初めて参加した海
外での大会で、自己ベストの6時間18分22秒を
記録し優勝しました。※IAU（国際ウルトラランナーズ協会）

農業や農村文化の魅力を発信している「遠
州南部とうもんの里総合案内所」が入館者80万
人を達成し、同施設を管理運営するNPO法人
とうもんの会（名倉光子理事長）がセレモニー
を開きました。節目に来場したのは、毎週「朝
採り市」へ買い物に訪れているという磐田市在
住の坪井博子さん。名倉理事長から「旬の野菜
詰め合わせセット」と花束が贈られました。

開館10年で80万人達成
とうもんの里でセレモニー12/19

▲掛川お茶大使となった橋幸夫さん（右）

12/26

▲前田支店長（右）から目録を受け取る松井市長

掛川茶振興協会（松井三郎会長）は、特産
のお茶をモチーフにした曲で、日坂地区・小夜
の中山が登場する「ちゃっきり茶太郎」をリ
リースした歌手の橋幸夫さんを「掛川お茶大
使」に任命しました。また、この曲に関係する
菊川、御前崎、島田、牧之原の4市も同時に大
使などに任命。今後は、テレビやコンサートな
どで5市のお茶をPRしていただきます。

歌手の橋幸夫さん
掛川お茶大使に就任1/1

▲鳥居越しの初日の出を楽しむ人々（国安海岸）

平成29年の初日の出を拝もうと、国安海岸に
多くの人々が訪れました。
午前7時ころ、掛川観光協会大東支部が設置
した鳥居の向こうから太陽が顔を出すと、訪れ
た人たちは写真に収めたり、手を合わせて拝ん
だりしていました。
また、鳥居近くの砂山から、朝日にほんのり

染まる冬の富士山を眺めている方もいました。

鳥居越しにまばゆい光
国安海岸で初日の出楽しむ1/4

▲式典終了後は観閲行進や一斉放水が行われた

平成29年掛川市消防出初式が、掛川城三の丸
広場で開催され、消防本部・団員ら約700人が
参集しました。
式典では、長年消防に貢献した方へ表彰状
が贈られたほか、活動を支える家族への感謝状
贈呈などが行われました。遠藤健太郎団長は
「地域に密着し、災害に強い、動ける消防団員
を目指そう」と呼びかけました。

地域防災力の向上を目指し
決意新たに消防出初式

浜野区に事業所を置く物流企業センコーか
ら、創業100周年記念事業の一環で市に100万円
を寄付いただきました。市は寄付金を移動式の
授乳・おむつ交換スペース「赤ちゃんの駅」の
整備に充て、テントや授乳用のいす、おむつ交
換台、冷風機など一式を2セット購入しました。
今後は親子で参加できる市内イベントに無料

で貸し出し、善意を活用していきます。

寄付を子育て環境に生かす
「赤ちゃんの駅」

昨年開かれた第70回全国茶品評会で上位入賞
した市内8つの茶業者が掛川市役所を訪れ、受
賞の喜びを松井市長に報告しました。
今回は上位10点のうち8点を市内茶業者が
ほぼ独占するという快挙。また、市も2年ぶ
りに産地賞を奪還しました。松井市長は
「『お茶と言えば掛川』と言われるよう頑
張って欲しい」とエールを贈りました。

21 20
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2
・
3
月
ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 2/11（土・祝）・26（日）、3/11（土）・26（日）
 9：00～11：30

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
「
広
報
か
け
が

わ
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
に
松
ヶ
岡
の
紅
葉
が
新
聞
に

紹
介
さ
れ
、
大
勢
の
方
が
足
を
運
ば

れ
ま
し
た
。
関
係
者
た
ち
も
案
内
に

大
忙
し
。
う
れ
し
い
悲
鳴
と
な
っ
た

そ
う
で
す
。
で
も
、
そ
の
２
日
前
に
は

自
分
も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
掛
川
観

光
ホ
ッ
ト
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
に
写
真
を
載

せ
た
ん
で
す
が
…
う
れ
し
い
悲
鳴
聞
こ

え
ず
。
今
年
こ
そ
、
読
ん
だ
方
の
心

を
動
か
す
広
報
紙
・
写
真
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
す
。
　
　
　
　
（
湯
）

の

あ

れ

あ

質

ふ
み

え

住民基本台帳人口 117,792人 （－40） 58,888人（－42） 58,904人（＋  2） 43,473（＋16）
 日本人 114,073人 （－96） 57,168人（－59） 56,905人（－37） 41,605（－30）
 外国人 3,719人 （＋56）   1,720人（＋17）   1,999人（＋39）   1,868（＋46）

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

二次元コード
携帯電話webサイト
「モバイル掛川」

■市の人口（1月1日現在）

姉妹都市　岩手県奥州市
つなげる・つながる　みちのく魅力発信

Oshu

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　2/28（火）、3/28（火）13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）
　　　　　　　　　　　　

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　2/14（火）9：15～13：00、3/21（火）9：15～16：15
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

忙
し
く
過
ご
す
毎
日
。
何
か
楽
し

み
を
み
つ
け
て
、
そ
れ
を
目
標
に
頑

張
ろ
う
と
い
つ
も
思
っ
て
い
る
今
の

私
の
楽
し
み
は
一
月
末
の
職
場
の
親

ぼ
く
温
泉
旅
行
。

寒
さ
は
苦
手
で
す
が
、
雪
見
温
泉

に
な
っ
た
ら
最
高
だ
な
と
願
い
つ

つ
・
・
・
。
旅
行
中
に
雪
の
か
た
ま

り
を
投
げ
つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
注
意

は
必
要
で
す
が
。

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
広
報
が
み

な
さ
ん
に
届
く
こ
ろ
は
私
は
温
泉
に

入
り
地
酒
を
飲
ん
で
い
い
気
分
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
（
森
）

市民目線で各地の話題を提供
　　　市民広報レポーター

市民広報レポーターのページは、左の
二次元コードからご覧いただけます。
※雪舞う中、野球スポーツ少年団が練
　習する光景も動画で紹介しています。

今
年
の
初
雪
舞
う

　
　  

（
レ
ポ
ー
タ
ー
　
足
立
章
江
）

▲大人顔負けの舞と口上で会場を沸かせた衣川小
　み神楽有志（左）と南股子ども講談有志

▲辺り一面を覆いつくした初雪に思わず「パチリ」

1
月
14
日
午
後
1
時
30
分
こ
ろ
、
急
に

空
が
暗
く
な
っ
て
き
た
な
と
思
っ
た
ら
、

今
年
初
の
雪
が
空
か
ら
舞
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
日
は
朝
か
ら
寒
く
、
雪
が
降
り

そ
う
な
感
じ
が
し
て
い
ま
し
た
。

急
い
で
自
宅
の
2
階
へ
上
が
り
窓
を
開

け
る
と
、
風
に
舞
い
な
が
ら
降
る
雪
で

あ
っ
と
い
う
間
に
庭
は
真
っ
白
。
く
る
く

る
と
舞
う
雪
は
少
し
大
き
め
で
し
た
。
5

分
ほ
ど
で
雪
は
や
み
、
真
っ
白
な
景
色
も

元
ど
お
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ほ
ん
の
一
瞬
で
し
た
が
、
冬
を
心
底
感

じ
る
美
し
い
時
間
で
し
た
。

南
股
地
区
振
興
会
（
菅
原
英
記
会
長
）
主
催
の

「
南
股
芸
能
ま
つ
り
」
が
12
月
4
日
、
南
股
地
区
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
4
月
の
第
46
回

岩
手
県
南
・
宮
城
県
北
神
楽
大
会
で
優
勝
を
飾
っ
た

川
内
神
楽
保
存
会
を
は
じ
め
、
地
域
の
郷
土
芸
能
を

継
承
す
る
5
団
体
が
出
演
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

前
回
好
評
を
博
し
、
2
回
目
の
出
演
と
な
っ
た
南

股
子
ど
も
講
談
有
志
は
、
地
域
に
伝
わ
る
「
霧
山
伝

説
」
を
講
談
に
仕
立
て
て
初
披
露
。
地
域
の
子
ど
も

た
ち
4
人
が
講
談
を
リ
レ
ー
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

衣
川
小
学
校
み
神
楽
有
志
と
し
て
「
御
神
楽
」
を

舞
っ
た
同
小
5
年
の
佐
々
木
乃
愛
さ
ん
（
10
）
と

2
年
の
玲
愛
さ
ん
（
8
）
姉
妹
は
「
あ
ま
り
緊
張
せ

ず
楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
、
い
っ
ぱ
い

舞
台
に
出
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

え
い

郷
土
芸
能
を
継
ぐ
団
体
が
共
演

南
股
芸
能
ま
つ
り

み
な
み

ま
た

き

の

あ

れ

あ

▲キャラクターに見守ら
　れながら協定書にサイン

の
高
い
保
育
・
教
育
を

目
指
す
新
た
な
教
育
研

究
組
織
「
か
け
が
わ
乳

幼
児
教
育
未
来
学
会
」
の
設
立
総

会
が
12
月
23
日
、
シ
オ
ー
ネ
で
開

か
れ
、
規
約
や
役
員
、
活
動
計
画

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

学
会
に
は
、
市
内
の
公
私
立
の

保
育
所
や
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も

園
、
認
可
外
保
育
園
な
ど
の
運
営

者
や
職
員
、
学
識
経
験
者
、
市
職

員
な
ど
6
2
3
人
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
組
織
や
研
究

体
系
を
再
編
し
、
会
員
全
員
が
園

経
営
、
遊
び
、
健
康
安
全
な
ど
5

つ
の
研
究
部
に
分
か
れ
て
活
動
し
、

一
体
感
を
持
っ
て
乳
幼
児
教
育
の

あ
り
方
を
研
究
し
て
い
く
こ
と
が

ね
ら
い
。
学
会
に
は
特
別
研
究
委

員
会
を
置
き
、
幼
児
教
育
の
義
務

化
・
無
償
化
な
ど
制
度
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
2
年
間
研
究
し
、
県

や
国
へ
の
提
言
を
目
指
し
ま
す
。

会
長
に
就
任
し
た
東
京
学
芸
大

名
誉
教
授
の
鷲
山
恭
彦
さ
ん
は
、

協
議
会
で
は
な
く
学
会
と
し
て
学

問
的
に
行
う
こ
と
は
す
ば
ら
し
い

こ
と
と
前
置
き
し
、
「
幼
児
教
育

は
み
な
さ
ん
の
知
見
が
柔
軟
に
生

か
さ
れ
る
分
野
で
、
可
能
性
に
満

ち
て
い
る
。
掛
川
の
地
に
合
っ
た

教
育
に
し
て
い
き
た
い
」
と
目
標

を
掲
げ
ま
し
た
。

総
会
後
は
、
乳
幼
児
教
育
の
第

一
人
者
で
あ
る
白
梅
学
園
大
学
教

質

授
の
無
藤
隆
さ
ん
が
「
乳
幼
児
教

育
の
未
来
」
と
題
し
て
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

掛
川
ら
し
い
質
の
高
い
乳
幼
児
教
育
を

「
未
来
学
会
」
設
立
総
会

問
こ
ど
も
希
望
課
（
☎
21

-

1
2
0
5
）

幼
児
教
育
の
義
務
化
・
無
償
化
の
あ
り
方
も
研
究 ▲未来学会の必要性を

　熱弁する鷲山会長

▲設立総会で就任の紹介を受ける役員たち

企業と行政との新たな協定・認定
■若者定住へ弾み「子育て世代向け住宅」初認定

■防災協定

12月15日、市「子育
て世代向け住宅供給プロ
ジェクト」子育て住宅
第1号の認定式が、上西
郷の認定住宅を会場に
開催され、松井市長が

住宅を建設したミサワホーム静岡浜松支店中遠店に
認定書を授与しました。

資源回収でご
みの減量を図り
ながら、その売
却収益で学校教
育へのICT（情報
通信技術）支援
を行う市民団体

「あすなろ応援団」と新たに協力する掛川市農協・川
島組・松本新聞店の3事業所、掛川市が12月16日、資
源化物回収に関する協定を締結。ごみの減量とICT支
援がより充実しました。
12月26日には、STOP温

暖化パートナーシップ協定
締結式が行われ、市と中部
電力掛川営業所が協定を締
結しました。緑のエコカー
テンの普及促進、環境学習
の開催、市民への省エネ・
節電の啓発など7項目を協定に盛り込みました。

市と静鉄ストアが12月14
日、防災パートナーシップ協
定の協定書を取り交わしまし
た。同社は災害時における物
資調達の面で、市民生活を支
援していきます。
また、12月27日には市と

掛川芙蓉会が災害時における
福祉避難所の開設運営に関す
る協定を締結。災害時、同会
が運営する就労継続支援B型
事業所「掛川工房つつじ」と
生活介護事業所「あいあい学
園」を、要配慮者のための福
祉避難所として開設・運営で
きることになりました。
さらに、市とコスモ建設は

1月16日、災害時における応
急対策に関する協定を締結。
災害時、災害応急復旧工事を実施することで、公共
土木施設の機能の確保と回復を図ります。

▲静鉄ストアとの協定

▲掛川芙蓉会との協定

▲コスモ建設との協定

■環境協定

▲応援団、市、3事業所との協定
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2
・
3
月
ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 2/11（土・祝）・26（日）、3/11（土）・26（日）
 9：00～11：30

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
「
広
報
か
け
が

わ
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
に
松
ヶ
岡
の
紅
葉
が
新
聞
に

紹
介
さ
れ
、
大
勢
の
方
が
足
を
運
ば

れ
ま
し
た
。
関
係
者
た
ち
も
案
内
に

大
忙
し
。
う
れ
し
い
悲
鳴
と
な
っ
た

そ
う
で
す
。
で
も
、
そ
の
２
日
前
に
は

自
分
も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
掛
川
観

光
ホ
ッ
ト
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
に
写
真
を
載

せ
た
ん
で
す
が
…
う
れ
し
い
悲
鳴
聞
こ

え
ず
。
今
年
こ
そ
、
読
ん
だ
方
の
心

を
動
か
す
広
報
紙
・
写
真
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
す
。
　
　
　
　
（
湯
）

の

あ

れ

あ

質

ふ
み

え

住民基本台帳人口 117,792人 （－40） 58,888人（－42） 58,904人（＋  2） 43,473（＋16）
 日本人 114,073人 （－96） 57,168人（－59） 56,905人（－37） 41,605（－30）
 外国人 3,719人 （＋56）   1,720人（＋17）   1,999人（＋39）   1,868（＋46）

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

二次元コード
携帯電話webサイト
「モバイル掛川」

■市の人口（1月1日現在）

姉妹都市　岩手県奥州市
つなげる・つながる　みちのく魅力発信

Oshu

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　2/28（火）、3/28（火）13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）
　　　　　　　　　　　　

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　2/14（火）9：15～13：00、3/21（火）9：15～16：15
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

忙
し
く
過
ご
す
毎
日
。
何
か
楽
し

み
を
み
つ
け
て
、
そ
れ
を
目
標
に
頑

張
ろ
う
と
い
つ
も
思
っ
て
い
る
今
の

私
の
楽
し
み
は
一
月
末
の
職
場
の
親

ぼ
く
温
泉
旅
行
。

寒
さ
は
苦
手
で
す
が
、
雪
見
温
泉

に
な
っ
た
ら
最
高
だ
な
と
願
い
つ

つ
・
・
・
。
旅
行
中
に
雪
の
か
た
ま

り
を
投
げ
つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
注
意

は
必
要
で
す
が
。

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
広
報
が
み

な
さ
ん
に
届
く
こ
ろ
は
私
は
温
泉
に

入
り
地
酒
を
飲
ん
で
い
い
気
分
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
（
森
）

市民目線で各地の話題を提供
　　　市民広報レポーター

市民広報レポーターのページは、左の
二次元コードからご覧いただけます。
※雪舞う中、野球スポーツ少年団が練
　習する光景も動画で紹介しています。

今
年
の
初
雪
舞
う

　
　  

（
レ
ポ
ー
タ
ー
　
足
立
章
江
）

▲大人顔負けの舞と口上で会場を沸かせた衣川小
　み神楽有志（左）と南股子ども講談有志

▲辺り一面を覆いつくした初雪に思わず「パチリ」

1
月
14
日
午
後
1
時
30
分
こ
ろ
、
急
に

空
が
暗
く
な
っ
て
き
た
な
と
思
っ
た
ら
、

今
年
初
の
雪
が
空
か
ら
舞
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
日
は
朝
か
ら
寒
く
、
雪
が
降
り

そ
う
な
感
じ
が
し
て
い
ま
し
た
。

急
い
で
自
宅
の
2
階
へ
上
が
り
窓
を
開

け
る
と
、
風
に
舞
い
な
が
ら
降
る
雪
で

あ
っ
と
い
う
間
に
庭
は
真
っ
白
。
く
る
く

る
と
舞
う
雪
は
少
し
大
き
め
で
し
た
。
5

分
ほ
ど
で
雪
は
や
み
、
真
っ
白
な
景
色
も

元
ど
お
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ほ
ん
の
一
瞬
で
し
た
が
、
冬
を
心
底
感

じ
る
美
し
い
時
間
で
し
た
。

南
股
地
区
振
興
会
（
菅
原
英
記
会
長
）
主
催
の

「
南
股
芸
能
ま
つ
り
」
が
12
月
4
日
、
南
股
地
区
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
4
月
の
第
46
回

岩
手
県
南
・
宮
城
県
北
神
楽
大
会
で
優
勝
を
飾
っ
た

川
内
神
楽
保
存
会
を
は
じ
め
、
地
域
の
郷
土
芸
能
を

継
承
す
る
5
団
体
が
出
演
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

前
回
好
評
を
博
し
、
2
回
目
の
出
演
と
な
っ
た
南

股
子
ど
も
講
談
有
志
は
、
地
域
に
伝
わ
る
「
霧
山
伝

説
」
を
講
談
に
仕
立
て
て
初
披
露
。
地
域
の
子
ど
も

た
ち
4
人
が
講
談
を
リ
レ
ー
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

衣
川
小
学
校
み
神
楽
有
志
と
し
て
「
御
神
楽
」
を

舞
っ
た
同
小
5
年
の
佐
々
木
乃
愛
さ
ん
（
10
）
と

2
年
の
玲
愛
さ
ん
（
8
）
姉
妹
は
「
あ
ま
り
緊
張
せ

ず
楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
、
い
っ
ぱ
い

舞
台
に
出
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

え
い

郷
土
芸
能
を
継
ぐ
団
体
が
共
演

南
股
芸
能
ま
つ
り

み
な
み

ま
た

き

の

あ

れ

あ

▲キャラクターに見守ら
　れながら協定書にサイン

の
高
い
保
育
・
教
育
を

目
指
す
新
た
な
教
育
研

究
組
織
「
か
け
が
わ
乳

幼
児
教
育
未
来
学
会
」
の
設
立
総

会
が
12
月
23
日
、
シ
オ
ー
ネ
で
開

か
れ
、
規
約
や
役
員
、
活
動
計
画

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

学
会
に
は
、
市
内
の
公
私
立
の

保
育
所
や
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も

園
、
認
可
外
保
育
園
な
ど
の
運
営

者
や
職
員
、
学
識
経
験
者
、
市
職

員
な
ど
6
2
3
人
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
組
織
や
研
究

体
系
を
再
編
し
、
会
員
全
員
が
園

経
営
、
遊
び
、
健
康
安
全
な
ど
5

つ
の
研
究
部
に
分
か
れ
て
活
動
し
、

一
体
感
を
持
っ
て
乳
幼
児
教
育
の

あ
り
方
を
研
究
し
て
い
く
こ
と
が

ね
ら
い
。
学
会
に
は
特
別
研
究
委

員
会
を
置
き
、
幼
児
教
育
の
義
務

化
・
無
償
化
な
ど
制
度
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
2
年
間
研
究
し
、
県

や
国
へ
の
提
言
を
目
指
し
ま
す
。

会
長
に
就
任
し
た
東
京
学
芸
大

名
誉
教
授
の
鷲
山
恭
彦
さ
ん
は
、

協
議
会
で
は
な
く
学
会
と
し
て
学

問
的
に
行
う
こ
と
は
す
ば
ら
し
い

こ
と
と
前
置
き
し
、
「
幼
児
教
育

は
み
な
さ
ん
の
知
見
が
柔
軟
に
生

か
さ
れ
る
分
野
で
、
可
能
性
に
満

ち
て
い
る
。
掛
川
の
地
に
合
っ
た

教
育
に
し
て
い
き
た
い
」
と
目
標

を
掲
げ
ま
し
た
。

総
会
後
は
、
乳
幼
児
教
育
の
第

一
人
者
で
あ
る
白
梅
学
園
大
学
教

質

授
の
無
藤
隆
さ
ん
が
「
乳
幼
児
教

育
の
未
来
」
と
題
し
て
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

掛
川
ら
し
い
質
の
高
い
乳
幼
児
教
育
を

「
未
来
学
会
」
設
立
総
会

問
こ
ど
も
希
望
課
（
☎
21

-

1
2
0
5
）
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■若者定住へ弾み「子育て世代向け住宅」初認定
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12月15日、市「子育
て世代向け住宅供給プロ
ジェクト」子育て住宅
第1号の認定式が、上西
郷の認定住宅を会場に
開催され、松井市長が
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節電の啓発など7項目を協定に盛り込みました。
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日、防災パートナーシップ協
定の協定書を取り交わしまし
た。同社は災害時における物
資調達の面で、市民生活を支
援していきます。
また、12月27日には市と

掛川芙蓉会が災害時における
福祉避難所の開設運営に関す
る協定を締結。災害時、同会
が運営する就労継続支援B型
事業所「掛川工房つつじ」と
生活介護事業所「あいあい学
園」を、要配慮者のための福
祉避難所として開設・運営で
きることになりました。
さらに、市とコスモ建設は

1月16日、災害時における応
急対策に関する協定を締結。
災害時、災害応急復旧工事を実施することで、公共
土木施設の機能の確保と回復を図ります。
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